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大町市出身嶺村さん　走り幅跳びで国体優勝！
　大町市出身の嶺村鴻

こう

汰
た

さん（モンテローザ）が、10月２日に和
歌山市で開かれた「第70回国民体育大会（2015紀の国わかやま
国体）」の陸上競技成人男子走り幅跳びに出場し、追い風参考記
録ながら８ｍ00㎝で優勝しました。
　昨年、筑波大学に在籍し、母校大町高校での教育実習中に「日
本陸上競技選手権大会」で優勝。ことしは連覇を逃しましたが、
トレーニングを積み、国体に長野県代表として臨みました。
　大会では、２回目の跳躍で７ｍ87㎝を跳び首位に立つと、６
回目に追い風３ｍの参考記録ながら、目標としている８ｍの大
ジャンプを見せ見事優勝しました。
　嶺村さんは「ボヤっとしか見えてなかったものがはっきり見え
てきた。リオ五輪を目指す上で明るい材料になった」と話し、来
年のリオデジャネイロオリンピックの出場に期待が膨らみます。

主な内容
❷　平成26年度決算
❻　みんなで支える国民健康保険　国保の財政状況
❽　移住・定住の協力店・協力者を募集
❾　11月９日～15日　秋の全国火災予防運動
�　民間事業者も取り扱います！　マイナンバー
�　介護予防　「75歳体力測定」実施しました
�　平成28年度保育園の入園申し込み
�　おおまぴょん　目指せ全国100位以内！
�　大町公民館分室　サークル1日体験
�　生涯学習
�　情報ステーション
�　くらしの案内板

©写真提供ベースボール・マガジン社
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26
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
１
７
０
億
１
０
１
５

万
円
、
歳
出
総
額
１
６
１
億
５

７
２
９
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
額
は
８
億
５
２

８
６
万
円
の
黒
字
、
来
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た

実
質
収
支
額
は
７
億
６
５
９
７

万
円
の
黒
字
で
し
た
。

【
歳
入
︼

　
歳
入
の
内
訳
で
は
、
市
税
が

41
億
６
２
５
１
万
円
で
全
体
の

24
・
５
％
を
占
め
て
お
り
、
前

年
度
比
１
・
６
％
、
６
３
６
８

万
円
の
増
、
収
納
率
は
全
体
で

90
・
５
％
に
な
り
、
前
年
度
を

１
・
６
％
上
回
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
66
億
３
７
０

８
万
円
で
全
体
の
39
・
０
％
を

占
め
、
歳
入
の
ト
ッ
プ
に
な
り

ま
し
た
。
内
訳
は
、
普
通
交
付

税
が
合
併
算
定
替
に
よ
り
55
億

７
４
９
１
万
円
、
特
別
交
付
税

は
10
億
６
２
１
７
万
円
で
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
13
億
３
３
９

万
円
で
し
た
。
道
路
等
の
維
持

や
改
良
な
ど
に
充
て
ら
れ
た
各

種
交
付
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

26
年
度
の
主
な
事
業

きらり輝く協働のまちづくり経費162億円
 市民1人当たり　55万8,000円

　26年度の「一般会計」、国民健康
保険や公共下水道など４つの「特別
会計」、水道や病院など５つの「企業
会計」の決算が、市議会９月定例会
で認定されました。ここでは一般会
計の決算状況をお知らせします。

市　　　税 市民税や固定資産税など皆さんが
納税したお金

地方譲与税 国税から譲与されたお金（自動車
重量譲与税・地方揮発油譲与税）

地方消費税交付金 地方消費税の市町村交付金
地方交付税 市の財政力に応じて国から交付さ

れたお金
国庫支出金 事業に対しての国からの補助金
県 支 出 金 事業に対しての県からの補助金
繰　入　金 積立金の取り崩し
繰　越　金 前年度繰越金
市　　　債 事業を行うために銀行などから借

りたお金
諸　収　入 預金利子や貸付金の回収金
そ　の　他 保育料や使用料、手数料など

　自主財源 市が自主的に得られる財源
　依存財源 国や県から交付される財源および

市債

歳入総額
170億1,015万円 諸収入

10億26万円
5.9％

市債
9億7,104万円
5.7％

依存財源
103億9,102万円
61.1％

依存財源
103億9,102万円
61.1％

自主財源
66億1,913万円
38.9％

自主財源
66億1,913万円
38.9％

国庫支出金
13億339万円
7.7％

繰越金  6億1,938万円  3.6％
繰入金  2億8,506万円  1.7％

その他  5億5,192万円  3.2％

県支出金  8億6,490万円  5.1％
地方消費税交付金  3億7,007万円  2.2％

その他
6,829万円  0.4％

地方譲与税
1億7,625万円  1.0％

市税
41億6,251万円
24.5％

地方交付税
66億3,708万円
39.0％

※各項目で、
端数処理しています。

市道若宮駅前線を整備中
7,127万円

八坂定住促進住宅を新築
6,128万円

除雪で生活道路を確保
4億9,700万円
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︻
歳
出
︼

　
歳
出
で
主
な
も
の
は
、
除
雪

経
費
４
億
９
７
０
０
万
円
、
八

坂
定
住
促
進
住
宅
建
設
６
１
２

８
万
円
、
市
道
若
宮
駅
前
線
整

備
事
業
７
１
２
７
万
円
、
野
平

た
め
池
整
備
事
業
４
７
５
７
万

円
、
放
送
媒
体
を
活
用
し
た
観

光
情
報
発
信
事
業
３
８
９
９
万

円
、
農
業
６
次
産
業
化
ワ
イ
ナ

リ
ー
助
成
２
３
５
５
万
円
、
若

一
王
子
神
社
公
衆
ト
イ
レ
改
築

工
事
２
７
８
３
万
円
、
デ
ジ
タ

ル
消
防
団
無
線
機
整
備
６
４
８

０
万
円
、
こ
の
ほ
か
福
祉
や
子

育
て
支
援
、
企
業
誘
致
、
雇
用
・

観
光
・
農
林
業
の
振
興
、
道
路
・

水
路
の
整
備
、
消
防
、
教
育
、

災
害
復
旧
、
ご
み
処
理
施
設
な

ど
の
維
持
管
理
事
業
な
ど
で
す
。

　
公
債
費
は
過
疎
対
策
事
業
債

や
合
併
特
例
事
業
債
な
ど
の
償

還
で
す
。

― 

◇ 

― 

◇ 

― 

◇ 

―

　
市
で
は
決
算
書
の
ほ
か
に
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
主
な

事
業
内
容
を
説
明
し
た
「
主
要

な
施
策
の
成
果
」
説
明
書
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
企
画
財
政
課
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

平成26年度

決 算 きらり輝く協働のまちづくり経費162億円
 市民1人当たり　55万8,000円

議　会　費 市議会の運営のための経費
総　務　費 一般事務や財産管理、積立金など

の経費
民　生　費 福祉全般や子育て支援などの経費
衛　生　費 病気予防のための各種健診やごみ

処理などの経費
労　働　費 雇用促進などの経費
農林水産業費 農林業の振興と農道や森林道整備

の経費
商　工　費 企業誘致や観光振興の経費
土　木　費 道路・水路整備や公園整備などの

経費
消　防　費 消防や防災活動の経費
教　育　費 小中学校の整備や学校教育、社会

教育を行うための経費
災害復旧費 災害復旧に要した経費
公　債　費 借入金の返済金

歳出総額
161億5,729万円 民生費

41億3,621万円
25.6％

衛生費
20億5,620万円
12.7％

教育費
12億9,302万円
8.0％

土木費
18億9,513万円
11.7％

消防費
4億8,291万円
2.9％

消防費
5億9,671万円
3.7％ 公債費

19億550万円
11.8％

災害復旧費
3,685万円
0.2％

商工費
9億6,181万円
6.0％

農林水産業費  5億5,465万円  3.4％
労働費  1億2,769万円  0.8％

議会費  1億6,961万円  1.1％

総務費
24億2,391万円
15.0％

若一王子神社公衆トイレを改築
2,783万円

農業６次産業化ワイナリーを助成
2,355万円

野平ため池を整備
4,757万円
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指
標
か
ら
見
る

大
町
市
の
財
政
状
況

健全化判断比率４指標

①実質赤字比率
　福祉、教育、まちづくりなどを行う市
の一般会計等の赤字の程度を指標化した
もの。財政運営の悪化の度合いを示します。

②連結実質赤字比率
　一般会計のほかに水道、下水道、病院
といった公営企業会計を含めた市の全て
の会計での赤字の程度を指標化したもの。
財政運営の悪化の度合いを示します。

③実質公債費比率
　一般会計の公債費（地方債の返済金）に、
公営企業への公債費に対する繰出金など
を加えた額を、市全体での実質的な公債
費として捉えて指標化したもの。公債費に
よる財政運営の圧迫の度合いを示します。

④将来負担比率
　26年度末時点での、市が今後負担する
べき公債費、公営企業などへの公債費に
対する繰出金、退職手当、一部事務組合
への公債費に対する負担金といった債務
等が、将来の財政を圧迫する可能性の度
合いを示します。

資金不足比率
　公営企業会計の事業規模に対する資金
の不足の割合を示します。

■対象会計　水道事業、温泉引湯事業、
　　　　　　病院事業、公共下水道事業、
　　　　　　農業集落排水事業、
　　　　　　公営簡易水道事業、
　　　　　　温泉宿泊施設事業

　26年度決算数値は、前年度に引き続き、全ての指標で早期健全化基
準を下回りました。今後も複数年にわたる継続的な行財政改革を進め
ていきます。
　特に実質公債費比率は、県下19市のうち中程度の水準に落ち着いて
きましたが、市債を活用する際は事業を厳選し、国からの交付税によ
る措置率が高い有利な市債の活用を図るなど、公債費の抑制に努める
とともに、公営企業の経営改善により繰出金の圧縮を図っていきます。

赤字額はあり
ませんでした。

「数値なし」

前年度との比較

前年度も数値なし

早期健全化基準　13.20％

赤字額はあり
ませんでした。

「数値なし」

前年度との比較

前年度も数値なし

早期健全化基準　18.20％

8.4％
前年度との比較

改善2.2↑

早期健全化基準　25.0％

52.3％
前年度との比較

改善0.6↑

早期健全化基準　350.0％

資金不足はあ
りませんでし
た。「数値なし」

前年度との比較

前年度も数値なし

経営健全化基準　20.0％

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
19
年
度
決
算
か
ら
、「
健
全
化
判
断
比

率
４
指
標
の
公
表
」「
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
の
算
出
・
公
表
」
お
よ
び
議
会
へ
の
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

　
こ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定
の
基
準
（
早
期
健
全
化
基
準
）
以
上
と
な
る
と
、
国
や
県

の
指
導
の
下
、
市
が
行
う
事
業
の
一
部
が
制
限
さ
れ
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
市
議
会
９
月
定
例
会
で
、
い
ず
れ
の
指
標
も
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
指
標
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
掲
示
板
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
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平成25年度決算

各年度末の
市債残高

区分
24年度 25年度 26年度

一般会計 １５６億円 １４９億円 １４１億円

特別会計・企業会計を含む全会計 ３４８億円 ３３２億円 ３２５億円

※１
うち市単独で負担する残高 １３６億円 １２６億円 １２３億円

市民１人当たりの額 １１７万円 １１３万円
※２

 １１２万円

市単独で負担する残高に対する
市民１人当たりの額 ４６万円 ４３万円

※２
 ４２万円

※１　市全体の市債残高から地方交付税により国から補てんされる額を除いたもの
※２　26年度末の市民１人当たりの額は、27年３月31日現在の人口（29,050人）を基に算出

財
政
健
全
化
に
向
け
て

■
大
町
市
の
市
債
残
高
の
推
移

　
下
の
表
は
、
市
債
（
市
の
借

金
）
残
高
の
推
移
を
表
し
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
借
金
を
増
や
さ
な
い

た
め
、
公
共
事
業
を
厳
選
し
て

行
う
こ
と
で
、
新
た
に
借
り
入

れ
る
額
を
毎
年
の
返
済
額
と
比

較
し
て
大
幅
に
抑
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
毎
年
順
調
に
残

高
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

― 

◇ 

― 

◇ 

― 

◇ 

―

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ

た
り
、
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う

な
健
全
財
政
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
最
大
の
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

℡
市
内
線
５
９
１

　
先
月
は
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ

り
、
10
日
に
は
、こ
と
し
で
17
回
目

と
な
る
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
が
文

化
会
館
一
帯
で
開
か
れ
ま
し
た
。
秋

恒
例
の
こ
の
催
し
は「
や
さ
し
さ

い
っ
ぱ
い
・
支
え
愛
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
合
言
葉
に
、
市
民
と
行
政
が
協

働
し
て
、
福
祉
や
子
育
て
、
健
康
を

考
え
、
生
活
と
環
境
を
守
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
数
多
く
の
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー

ジ
に
参
加
す
る
市
民
団
体
の
皆
さ

ま
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
同
士

の
交
流
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
特
に
、
昨
年
の
神
城

断
層
地
震
か
ら
の
復
興
で
、
大
変
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
美
麻
、
白
馬
、
小

谷
の
皆
さ
ま
へ
の
支
援
の
た
め
、
特

産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
同
募
金
の
呼
び
掛
け

の
ほ
か
、
人
気
の
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
も

登
場
し
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
５
の
上
位
を
目
指
し
て

投
票
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　
秋
は
ま
た
、
芸
術
の
季
節
で
す
。

芸
術
や
文
化
は
、人
々
の
心
を
豊
か

に
し
、暮
ら
し
に
潤
い
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
11
日
に
は
大
町
市

民
吹
奏
楽
団
の
第
21
回
定
期
演

奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
民

吹
奏
楽
団
は
、や
ま
び
こ
ま
つ
り

な
ど
で
も
た
え
な
る
調
べ
で
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
私
は
、
音
楽
は
そ
う
得
意
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金
管
楽
器

の
艶
の
あ
る
音
色
が
好
き
で
、
48

人
が
奏
で
る
ス
テ
ー
ジ
に
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
大
人

と
と
も
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
指
揮

者
の
石
津
成
人
さ
ん
と
Ｓ
Ｂ
Ｃ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
塩
入
美
雪
さ

ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
を
交
え
て
、

ア
ン
コ
ー
ル
曲
を
含
め
11
曲
が

演
奏
さ
れ
、
盛
ん
な
拍
手
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
演
奏
者
と
聴
衆

が
一
体
と
な
り
、
音
楽
に
浸
る
心

地
よ
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
、こ

う
し
た
身
近
な
芸
術
文
化
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第75回】
秋の深まりとともに

大町市長　牛越徹
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みんなで支える国民健康保険
　国保の財政状況
　平成26年度大町市国民健康保険の決算状況をお知らせします。
歳入は35億968万円、歳出は34億2,772万円、差し引き8,196万円でした。

■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡ 市 内線 422・423・424

26
年
度
の
決
算
状
況

　
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計（
国
保
会
計
）の
決
算
は
、
歳

入
が
35
億
９
６
８
万
５
８
７
０
円
、

歳
出
が
34
億
２
７
７
１
万
６
１
７

０
円
で
、
差
し
引
き
８
１
９
６
万

９
７
０
０
円
で
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
・
県

支
出
金
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
、

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）で
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
全
体

の
約
70
％
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

◆
国
保
税
の
推
移

　
歳
入
の
内
訳
は
、
国
保
税
が
６

億
32
万
円
で
全
体
の
17
・
１
％
を

占
め
ま
し
た
。
国
保
税
の
収
納
率

は
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
被
保
険

者
の
人
数
や
１
人
当
た
り
の
所
得

が
減
少
し
た
た
め
、
前
年
か
ら
２

６
０
０
万
円
程
度
減
少
し
ま
し
た
。

◆
繰
入
金
の
状
況

　
26
年
度
は
、
一
般
会
計
か
ら
２

億
１
２
７
０
万
円
を
国
保
会
計
へ

繰
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
２

６
４
３
万
円
は
法
定
外
繰
り
入
れ

（
※
１
）で
、
国
保
税
の
減
少
分
と

ほ
ぼ
同
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
26

年
度
は
、
国
保
財
政
調
整
基
金

（
※
２
）の
利
子
収
入
を
積
み
立
て
、

国・県支出金 国保の運営を補助するための
国と県の支出金

前期高齢者交付金 65～74歳の人の医療費交付金

国民健康保険税 国保に加入している人が負担
している国保税

共同事業交付金 県内市町村の共同事業で、高
額な医療費に対しての交付金

療養給付費等交付金 退職者医療制度に該当する医
療費の交付金

繰入金 市の一般会計や国保財政調整
基金からの繰入金

繰越金 前年度からの繰越金

その他 高額療養費貸付金の返還金、
国保税の延滞金など

保険給付費 医療費の保険者負担分

後期高齢者支援金 後期高齢者（75 歳以上）医療
制度への支援金

共同事業拠出金 県内市町村の共同事業で、ルー
ルに基づく拠出金

介護納付金 介護保険制度への負担金

療養給付費等返還金 国庫負担金の返還金（前年度
実績による精算額）

保健事業費 特定健診・保健指導、人間ドッ
ク助成などの経費

総務費 運営に必要な事務経費

その他 高額療養費貸付金など

国・県支出金
8億1,968万円
（23.4％）

前期高齢者交付金
9億9,483万円
（28.3％）

歳入額
35億968万円

国民健康保険税
6億32万円
（17.1％）

共同事業交付金
3億5,711万円
（10.2％）

療養給付費等交付金
2億2,314万円
（6.4％）

繰入金
2億1,270万円
（6.1％）

その他　1億8,873万円（5.3％）繰越金
1億1,317万円（3.2％）
繰越金
1億1,317万円（3.2％）

保険給付費
24億3,383万円
（71.0％）

後期高齢者支援金
4億340万円
（11.8％）

共同事業拠出金
3億1,422万円
（9.2％）

介護納付金
1億7,366万円
（5.1％）

療養給付費等返還金
2,794万円（0.8％）

歳出額
34億2,772万円

その他
2,260万円
（0.6％）

保健事業費 3,376万円（1.0％）
総務費

1,831万円
（0.5％）
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基
金
の
残
高
は
約
１
億
８
１
５
４

万
円
に
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

（
※
１
）国
で
定
め
ら
れ
て
い
る
繰

り
入
れ
の
ほ
か
に
、
市
町
村
独
自

で
国
保
財
政
を
支
援
す
る
た
め
に

行
う
繰
り
入
れ

（
※
２
）国
保
を
運
営
す
る
た
め
の

積
立
金

◆
保
険
給
付
費
の
推
移

　
歳
出
の
中
で
約
70
％
を
占
め
た

保
険
給
付
費
（
皆
さ
ん
が
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
時
な
ど
の
医
療
費

の
う
ち
、
市
が
負
担
す
る
費
用
）

は
、
23
年
度
以
降
急
激
に
増
加
し
、

26
年
度
は
24
億
３
３
８
３
万
円
と
、

対
前
年
比
で
９
・
９
％
（
２
億
１

８
８
９
万
円
）
の
増
、
23
年
度
比

で
は
14
・
５
％
（
３
億
９
０
８
万

円
）の
増
で
す
。（
図
２
）

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
も
年
々

増
加
し
、
26
年
度
は
37
万
４
２

９
５
円
で
、
長
野
県
内
の
市
町
村

平
均
を
４
万
８
０
９
５
円
上
回
り
、

県
内
19
市
の
う
ち
、
４
年
連
続
で

最
も
高
い
状
況
で
す
。（
図
３
）

現
状
と
課
題

　
医
療
費
は
、
医
療
の
高
度
化
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増

加
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、

国
保
財
政
は
危
機
的
な
状
況
を
迎

え
ま
す
。
国
保
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
の
医
療
費
の
伸
び

を
抑
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

医
療
費
節
約
の
た
め
に

　
日
頃
か
ら
健
康
を
維
持
し
、
病

気
の
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
気
付
か
な
い
う
ち

に
病
気
が
進
行
し
て
し
ま
う
と
、

高
額
な
医
療
を
長
期
間
受
け
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
病
気

を
早
期
発
見
し
、
重
症
化
を
予
防

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
医
療
費
は
国
保
財
政
だ
け
で
な

く
、
皆
さ
ん
や
ご
家
族
に
と
っ
て

も
大
変
負
担
が
大
き
い
も
の
で
す
。

ま
ず
は
特
定
健
診
・
保
健
指
導
な

ど
を
積
極
的
に
利
用
し
て
、
ご
自

分
の
体
の
状
態
や
生
活
習
慣
の
改

善
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、
そ
の
う
え

で
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
※
３
）を
使
用
す
れ
ば
、
国
保
が

支
払
う
医
療
費
だ
け
で
な
く
、
皆

さ
ん
が
薬
局
な
ど
で
支
払
う
負
担

金
が
節
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
※
３
）新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特

許
終
了
後
に
製
造
さ
れ
た
同
等
の

効
果
が
あ
る
医
薬
品

　
国
保
加
入
者
の
40
～
74
歳
の

人
を
対
象
に
、
特
定
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
特
定
健
診
と
は

　
生
活
習
慣
病
や
そ
の
予
備
群

の
人
を
早
期
に
発
見
し
、
特
定
保

健
指
導
に
よ
る
改
善
を
行
う
た

め
の
健
康
診
査
で
す
。

◆
特
定
保
健
指
導
と
は

　
特
定
健
診
の
結
果
で
、
血
圧
・

脂
質
・
血
糖
の
い
ず
れ
か
一
つ
以

上
と
腹
囲
が
基
準
以
上
に
な
っ

た
場
合
に
、
保
健
師
や
栄
養
士

が
対
象
者
に
生
活
改
善
方
法
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
も
の
で
す
。

◆
特
定
健
診
を
受
け
る

　
メ
リ
ッ
ト
は

▽
健
診
結
果
に
合
わ
せ
た
保
健

指
導
が
受
け
ら
れ
る
。

▽
保
健
指
導
で
生
活
習
慣
の
改

善
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
る
。

▽
毎
年
の
受
診
で
継
続
し
た
健

康
管
理
が
で
き
る
。

▽
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
で
医

療
費
を
抑
制
で
き
る
。

◆
年
に
１
度
は
特
定
健
診
を

　
生
活
習
慣
病
は
、
気
付
か

な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
年

に
１
度
は
特
定
健
診
を
受
診
し

て
、
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

27年度
40歳以上の人は特定健診が無料です！
　40歳以上の国保加入者の人は約9,500
円の健診を無料で受診できます。
　働き盛りの世代の受診が少ないので、ぜ
ひこの機会に受診してください。
　申し込みは随時受け付けています。電話
または直接、中央保健センター（℡・有
線23-4400）へ。

0

0.5

1

1.5

2

（図1） 国保財政調整基金の推移
（億円）

1億209万円1億209万円

1億8,077万円1億8,154万円

H23 H24 H25 H26 （年度）

0
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

（図3） 1人当たり医療費の推移（万円）

県平均県平均

大町市

37万4,295円
大町市と
県平均の差
（26年度）
4万8,095円県平均

32万6,200円

大町市

37万4,295円
大町市と
県平均の差
（26年度）
4万8,095円県平均

32万6,200円

H23 H24 H25 H26 （年度）

0

20

21

22

23

24

25

（図2） 保険給付費の推移
（億円）

24億3,383万円

21億2,475万円

24億3,383万円

21億2,475万円

H23 H24 H25 H26 （年度）

特
定
健
診
を

　
　
　
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
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協
働
会
議
が
首
都
圏
な
ど
で
開

催
し
て
い
る
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
相

談
で
「
移
住
さ
れ
た
人
の
感
想
を

聞
き
た
い
」「
実
際
に
住
ん
で
い
る

人
の
話
を
聞
い
て
み
た
い
」
と
い

う
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
移
住
や
定
住
を
考
え

大
町
市
に
訪
れ
る
人
や
移
住
を
し

た
人
に
「
地
域
の
情
報
」「
大
町
の

暮
ら
し
」「
移
住
体
験
談
」
な
ど
を

紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
商
店
や
宿

泊
施
設
な
ど
の
お
店
、
個
人
を
募

集
し
ま
す
。

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
内
容
を
掲

載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

移
住
セ
ミ
ナ
ー
や
首
都
圏
で
の
情

報
発
信
な
ど
で
使
用
す
る
ほ
か
、

窓
口
相
談
の
際
も
活
用
し
ま
す
。

　
人
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
移
住

や
定
住
に
結
び
付
け
る
取
り
組
み

に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
応
募
内
容
　
イ
メ
ー
ジ
を
参
考

に
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
店
名
（
代
表
者
名
）
ま
た
は
個

人
名

❷
協
力
内
容
を
含
め
た
Ｐ
Ｒ
文

章　
例
え
ば
、「
大
町
暮
ら
し
の
こ

ん
な
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
」「
移

住
体
験
を
お
話
し
し
ま
す
」「
大
町

で
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
ど
う
で
す
か
」な
ど

❸
連
絡
先

❹
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
用
画
像（
掲
載

希
望
者
の
み
）

■
申
し
込
み
　
12
月
11
日
（
金)

ま

で
に
、
申
込
書
に
記
入
の
上
、
直

接
、
定
住
促
進
係
へ
。

　
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　カイザー　代表　清水康博
　大町の暮らしのホントを教えます。
なぜ大町が良いのか、都会出身と大町
出身の夫婦だからこそ分かる、大町の
ホントのところを大町産鹿ジビエやボ
リューム満点の手作り定食を食べなが
ら気軽にお尋ねください。
連絡先………………………………
大町市大町1851大糸タイムスビル１階
℡:0261－85－0788　定休:月曜日
URL:http://kaiser-omachi.jimdo.com/

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
移
住
・
定
住
促
進
を
進
め
る
市
定
住
促
進
協
働
会
議
で
は
、

移
住
・
定
住
を
考
え
大
町
市
を
訪
れ
る
人
な
ど
に
、
地
域
の
情
報
や
大
町
の
暮
ら
し
を
紹
介

し
て
い
た
だ
け
る
お
店
や
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
定
住
促
進
係
　
℡
市
内
線
５
３
１

　
市
定
住
促
進
協
働
会
議
で
は
、

大
町
市
に
移
住
し
た
人
を
中
心

に
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
昨
年
の
交
流
会
で
は
、
約
50

人
が
参
加
し
、グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
交
流
で
、参
加
者
同
士
の

情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
移
住
を
し
た
人
の

暮
ら
し
の
様
子
を
聞
き
、
今
後

の
よ
り
良
い「
大
町
暮
ら
し
」
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。
大
町
市
に

移
住
を
し
た
人
、
移
住
や
定
住

に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
親
睦

を
図
る
良
い
機
会
で
す
。
大
勢

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時
　
11
月
15
日（
日
）　
午

後
１
時
30
分
～
４
時

■
会
場
　
大
町
公
民
館
分
室
　

２
階
　
講
堂

■
対
象

▽
大
町
市
に
移
住
さ
れ
た
人

（
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
人
）

▽
移
住
や
定
住
に
関
心
が
あ
る
人

■
内
容

▽
上
映
会
　
市
民
活
動
グ
ル
ー

プ
「
大
町
映
像
文
化
財
を
残
す

会
」
に
よ
る
昔
の
大
町
の
映
像

を
再
構
成
し
た
作
品

▽
交
流
会
　
お
茶
な
ど
飲
み
な

が
ら
交
流

■
申
し
込
み
　
11
月
12
日（
木
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

定
住
促
進
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
定
住
促
進
係

℡
市
内
線
５
３
１

平
成
27
年
度

移
住
者
交
流
会

パンフレットのイメージ

〝
大
町
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
〟

移
住・定
住
の
協
力
店・協
力
者
を
募
集

大町暮らし
紹介します

1
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11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」、

11
月
９
日
〜
15
日
は
「
秋
の
全
国

火
災
予
防
運
動
」で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
暖
房
器
具
な
ど

に
よ
る
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
建
物
火
災
で
亡
く
な
る

人
の
多
く
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る

も
の
で
す
。
特
に
、
寝
て
い
る
時

間
帯
が
多
く
、
高
齢
の
人
や
体
の

不
自
由
な
人
は
避
難
に
時
間
が
か

か
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
や
、
火
災
の
発
生
や
拡
大
を
防

ぐ
ポ
イ
ン
ト
を
知
る
こ
と
で
、
火

災
か
ら
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▽
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

▽
安
全
装
置
付
き
暖
房
器
具
の
使

用▽
住
宅
用
消
火
器
の
設
置

住
民
参
加
型
消
防
訓
練
に
参
加
を

　
大
町
消
防
署
と
大
町
市
消
防
団

で
は
、
住
民
参
加
型
の
消
防
訓
練

を
八
坂
地
区
で
行
い
ま
す
。

　
訓
練
で
は
、
消
火
、
救
出
、
救
命
、

救
護
、
避
難
方
法
な
ど
を
班
別

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
体
験
す

る
ほ
か
、
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い

ま
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
15
日（
日
）　
午
前

10
時
～
正
午

■
会
場
　
大
町
市
八
坂
支
所

■
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
消
防
防
災
課
消

防
防
災
係
　
℡
市
内
線
５
１
５

災害情報を
いち早く知るために
「緊急メールに登録を」

　市では、災害や火災など緊急を
要する情報を配信する「緊急情報
メール」を行っています。配信サー
ビスを受けるには、あらかじめ登録
が必要です。災害に備えて登録を
お願いします。

■緊急メール登録方法
1ご使用の携帯電話
やスマートフォンから、
ＱＲコードまたは次の
アドレスに空メールを
送信します。

entry@mm2.city.omachi.nagano.jp
※受信拒否設定をしている場合は、次
のアドレスを受信可能にしてください。
koho@city.omachi.nagano.jp

2メールが返信されますので、届い
たメールを開き「登録・修正・解除」
を選択。利用規約をご覧になり、よ
ろしければ「同意する」を選択します。

3個人情報を入力し「次へ」を押しま
す。配信を希望するカテゴリーを選
択（複数選択可能）し、「次へ」を押し
ます。

4登録内容の確認画面で登録内容
を確認し「登録」を押すと、受け付け
完了メールが届き登録が完了します。
※操作が不慣れな人や、登録手続き
がうまくいかない人は、総合情報セ
ンターへご連絡ください。場合によっ
ては、ご使用の携帯電話会社へお問
い合わせいただく場合があります。

■問い合わせ

▽消防防災課消防防災係
℡ 市 内線５１５

▽総合情報センター　℡21-3800

11
月
９
日
～
15
日　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
統
一
防
火
標
語

「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ
」

【広告】



広報おおまち　2015.11 10

マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

　社会保障や税の手続きで作成する書類にマイナンバーの記載が必要になります。従業員本人か
らマイナンバーを提示してもらい、源泉徴収票や支払調書などの書類に記載、行政機関に提出します。

１人に１つマイナンバー
民間事業者も取り扱います！

3
　10月から、マイナンバー（個人番号）と法人番号が通知され、平成28
年１月から社会保障、税、災害対策の行政手続きで利用が始まります。
　民間事業者の皆さんも、従業員の「健康保険」「厚生年金」「源泉徴収票」
などの手続きで、マイナンバーを取り扱うようになります。

平成28年1月から、民間事業者は社会保障や税の手続きで
従業員などのマイナンバーの記載が必要になります

■どのようなものに必要か
　税関係では、申告書や法定調書などの書類に、マイナンバーや法人番号が必要になります。社会保障
では、雇用保険関係や健康保険・厚生年金の手続きで作成する書類にマイナンバーの記載欄が追加され
ます。
※法人番号は、民間事業者などの法人に13桁の番号が指定されます。マイナンバーとは異なり、誰でも
知ることができ、利用することができます。番号の通知は順次行われます。

マイナンバーの記載が必要になる書類

税関係
源泉徴収票
給与支払報告書
支払調書　など

雇用保険関係 雇用保険被保険者資格取得(喪失)届　など

健康保険・厚生年金関係 健康保険者資格取得(喪失)届
厚生年金保険被保険者資格取得(喪失)届　など

■いつから必要か

▽マイナンバーの利用開始は28年１月からです。

▽特に、短期のパートやアルバイトなどは、１月の報酬の支払いから必要となる場合があります。

▽税の手続きは28年分として主に29年２月～３月の確定申告などで必要になります。

■ほかにも…

▽証券会社や保険会社などの金融機関で利金、配当金、保険金などの税務処理で必要になります。

▽詳しくは、国税庁マイナンバーウェブページをご覧ください。

民間事業者 行政機関

源泉徴収票・
支払調書などの提出

従業員ほか

マイナンバーの提示
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民間事業者のスムーズな手続きやマイナンバーの安全管理には
働いている皆さんのご理解とご協力が必要です

マイナンバーの「通知カード」は11月にお送りします！

■問い合わせ
【ホームページ】 …………………………………………………………………………………………………………

▽国税庁マイナンバーウェブページ　http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

▽特定個人情報の適正な取扱いに関するガイドライン（事業者編）　http://www.ppc.go.jp/legal/policy/
【電話】 ……………………………………………………………………………………………………………………

▽全国共通ナビダイヤル　℡０５７０－２０－０１７８（平日午前９時30分～午後５時30分　※年末年始除く）

▽外国語対応（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語）　℡０５７０－２０－０２９１

▽情報交通課情報化推進係　℡２１ー３８００

■発送のスケジュール

▽配達は、11月初旬から開始します。

▽市内全域に配達が完了するには１カ月程度、11月末くらいまでかかる予定です。

▽発送は、世帯主宛てに転送不要の簡易書留でお送りします。

■通知カードが届かないとき

▽長期不在などで届けられない場合は、市役所で保管します。市民課市民・戸籍係へお問い合わせください。

▽12月になっても通知カードが届かない場合は、お問い合わせください。

■発送について詳しくは

▽市ホームページでお知らせします。「大町市　通知カード　発送状況」で検索。

▽個人番号カード総合サイトで市町村ごとの発送状況が確認できます。「通知カード　発送状況」で検索。
■問い合わせ　市民課市民・戸籍係　℡市内線４２５・４２６・７５５

■注意すべきこと
　マイナンバーの取り扱いは、個人情報保護法よりも厳格に保護するように定めら
れています。次のことに注意してください。

取得は本人確認が必要です

▽従業員のマイナンバーの提供を受ける場合は、他人のなりすましを防止するため身元（実在）確認が必要です。

▽個人番号カード、通知カード＋運転免許証などで確認します。

利用目的以外では利用・提供できません。

▽マイナンバーの記載が必要な書類を作成するなどの利用目的以外では、利用・提供できません。

▽たとえ本人の同意があっても、社員番号や顧客整理番号などへの使用はできません。

必要がある場合だけ保管し必要がなくなったら廃棄します

▽継続的に雇用する場合や、法令によって一定の保存期間がある場合は保存できます。

▽必要がなくなった場合や、保存期間を経過した場合は速やかに廃棄や削除が必要です。

安全に管理する対策が必要です

▽マイナンバーを取り扱う担当者を明確にして他の人が取り扱うことがないようにします。

▽書類は、鍵付きの書棚で保存し、不要になったらシュレッダーなどで処分が必要です。

▽使用しているパソコンにウイルス対策ソフトの導入やアクセスパスワードを設定してください。
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　市では、健康で日常生活を送れる「健康寿命」を延ばす取り組みを進めています。
その一つとして「自分自身の体力を知る」「市民の体力を知る」「早期の気付きと援
助」をキーワードに体力測定を実施しました。
　体力測定により自分の体力を知り、日頃から運動や体を動かすことが大切です。
体力測定の詳しい結果や指導内容については地域包括支援センターへ。
■問い合わせ　福祉課地域包括支援センター　℡市内線４１７

　今回実施した体力測定の対象年齢は75歳です。75歳は身体機能や生活機能の低下がはっきりと現れ始め、介
護を必要とする人の割合が急激に高まる年齢です。
　参加いただいた皆さんには、理学療法士による個別の運動指導や、結果と一緒に指導内容を後日送付しました。
また、個別に指導が必要と思われる皆さんには訪問指導を行っています。

　調査票で「休まないでどれくらい歩
けますか」という問いに、全国と比べ
「５～10分程度」の比率が多く、「１時
間以上」の比率が少ないことが分かり
ます。　体力測定の「６分間歩行」は、
持久力、心肺機能が分かります。
　２つの結果から、全国に比べ日常生
活の中で歩く時間、距離が少ないと推
測できます。６分間歩行の距離が400
ｍを下回ると、日常生活で外出制限が
出る可能性があります。改善が必要です。

■実施内容

▽調査票(日常生活の状況や運動習慣など)

▽文部科学省体力テスト６種目
「握力」「上体起こし」「長座体前屈」「開眼片足立ち」
「10m障害物歩行」「６分間歩行」

▽追加２種目
「立ち上がり」「２ステップ歩行」
■対象年齢　75歳
■参加人数　64人

■実施結果１　文部科学省が公表している平成26年度の全国平均（75～79歳）との比較です。

0

100

200

300

400

500

600

６分間歩行 (m)

男性 女性

574 534 534 495574 534 534 495

40％

6％

54％ 40％

6％

54％
35％

13％

52％

35％

13％

52％

52％

9％

39％

52％

9％

39％

56％

17％
27％

56％

17％
27％

「75歳体力測定」実施しました

男性
全国

女性
全国

男性
大町市

女性
大町市

【調査票】 休まないでどのくらい歩けますか (％ )
■5〜10分程度　■20〜40分程度　■1時間以上

■全国(75〜79歳)
■大町(75歳)【体力測定】
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■参加者の感想…………………………………………………………………………………………………………
「自分の体力の確認や改善方法が聞けて良かった」「自分ではもっと動けると思ってたが衰えが確認できた」
「弱いところがわかったので運動していきたい」「参加してよかった」など感想をいただきました。

　「開眼片足立ち」は静的なバランス、「10m障害物歩行」は動的バランスが分かります。これらの機能が低下す
ると転倒の可能性が大きくなります。
　全国と比べ、「開眼片足立ち」は男性は上回り、女性は下回り、「10m障害物歩行」は男女とも時間が掛かってしまいました。

　「握力」は全身の筋肉量と関係があります。「上体起こし」は体幹の筋力、「長座体前屈」は体幹の柔軟性が
分かります。特に「上体起こし」「長座体前屈」が低下すると腰痛が出やすくなり、姿勢維持能力が低下します。
　全国と比べ、「握力」は上回り、「上体起こし」「長座体前屈」が下回りました。

運動には、生活習慣病予防、認知症予防、閉じこもり予防など
さまざまな効果があります

■体を動かす時間を増やしましょう

▽仲間と趣味のスポーツや地域活動への参加など。

▽日常生活において散歩、ストレッチ、筋トレ、家事、畑仕事、歌を
歌うことなどでも体を動かせます。

■体力テストや運動教室などに参加しましょう
　市では、体操教室やサロン、体力測定など高齢者向けの介護予防事
業を開催しています。また、市内には体操やウオーキングの自主グループや各公民館、総合体育館、地
域でさまざまな教室が開かれています。日頃から運動機能や日常生活機能の向上を図ることは、長期的
には介護負担の軽減にもつながりますので積極的にご参加ください。

■実施結果２　文部科学省が公表している平成26年度の全国平均（75～79歳）との比較です。

■実施結果３　文部科学省が公表している平成26年度の全国平均（75～79歳）との比較です。

0
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開眼片足立ち (秒)

男性 女性

55.2 57.5 54.2 50.755.2 57.5 54.2 50.7

0

5
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握力 (kg)

男性 女性

35.0 36.5

22.3 23.9

35.0 36.5

22.3 23.9

0

2

4

6

8
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10m障害物歩行(秒)

男性 女性

6.8 7.7 7.9 9.06.8 7.7 7.9 9.0

0

2

4

6

8

10

12

上体起こし（回）

男性 女性

11 6

7 3

11 6

7 3
0

5

10

15

20

25

30

35

40

長座体前屈 (㎝)

男性 女性

34.9 30.0 38.8 35.834.9 30.0 38.8 35.8

■全国(75〜79歳)　■大町(75歳)

■全国(75〜79歳)　■大町(75歳)

【体力測定】

【体力測定】
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保
育
園
と
は
？

　
保
育
園
は
、
保
護
者
が
仕
事
や

疾
病
、
出
産
、
障
が
い
、
介
護
な

ど
に
よ
り
、
家
庭
で
お
子
さ
ん
を

保
育
で
き
な
い
場
合
に
、
保
護
者

に
代
わ
り
保
育
す
る
児
童
福
祉
施

設
で
す
。
同
居
す
る
65
歳
未
満
の

家
族
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
申
込
用
紙
配
布
時
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間
は
？

　
１
日
の
保
育
時
間
が
、
11
時
間

の「
保
育
標
準
時
間
」と
、
８
時
間

の「
保
育
短
時
間
」が
あ
り
ま
す
。

育
児
休
暇
中
の
皆
さ
ん
へ

　
28
年
度
の
中
途
に
育
児
休
暇
が

終
了
し
、
職
場
へ
復
帰
す
る
た
め

に
家
庭
で
保
育
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
人
は
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
の
配
布
と

受
け
付
け
の
日
程

　
申
込
用
紙
の
配
布
と
入
園
受
け

付
け
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
各
保
育
園
と
も
、
時
間
は
午

後
３
時
～
４
時
ま
で
で
す
。

■
か
え
で
保
育
園

▽
用
紙
配
布
　
11
月
10
日（
火
）

▽
受
け
付
け
　
11
月
24
日（
火
）

■
は
な
の
き
保
育
園

▽
用
紙
配
布
　
11
月
11
日（
水
）

▽
受
け
付
け
　
11
月
25
日（
水
）

■
あ
す
な
ろ
保
育
園

▽
用
紙
配
布
　
11
月
12
日（
木
）

▽
受
け
付
け
　
11
月
27
日（
金
）

■
し
ら
か
ば
保
育
園

▽
用
紙
配
布
　
11
月
13
日（
金
）

▽
受
け
付
け
　
11
月
26
日（
木
）

■
ど
ん
ぐ
り
保
育
園

▽
用
紙
配
布
　
11
月
16
日（
月
）

▽
受
け
付
け
　
11
月
30
日（
月
）

■
た
け
の
こ
保
育
園

▽
用
紙
配
布
　
11
月
17
日（
火
）

▽
受
け
付
け
　
12
月
3
日（
木
）

■
み
あ
さ
保
育
園

▽
用
紙
配
布
　
11
月
18
日（
水
）

▽
受
け
付
け
　
12
月
1
日（
火
）

■
く
る
み
保
育
園

▽
用
紙
配
布
　
11
月
19
日（
木
）

▽
受
け
付
け
　
12
月
2
日（
水
）

申
し
込
み
受
け
付
け
後
の

日
程
（
予
定
）

▽
２
月
上
旬
　
各
保
育
園
で
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。
３
歳
以
上

の
お
子
さ
ん
は
簡
単
な
面
接
を
行

い
ま
す
。
園
児
服
、
エ
プ
ロ
ン
な

ど
の
注
文
を
取
り
ま
す
。

▽
２
月
下
旬
　
各
保
育
園
で
入
園

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
保
育
料
、

園
で
の
生
活
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

園
児
服
、
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
注
文

品
を
販
売
し
ま
す
。

※
健
康
診
断
お
よ
び
入
園
説
明
会

の
案
内
を
、
入
園
の
申
し
込
み
を

し
た
保
護
者
に
後
日
送
付
し
ま
す
。

保育園の入園申し込み
平成28年度

用紙の配布と受け付けは各保育園で

認
定
こ
ど
も
園・幼
稚
園
も

新
入
園
児
募
集
中

　
民
間
で
運
営
し
て
い
る
市
内

の
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
も
、

現
在
新
入
園
児
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
募
集
要
項
な
ど
は
各
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
認
定
こ
ど
も
園　

　
保
育
園
と
幼
稚
園
の
機
能

や
特
徴
を
併
せ
持
ち
、地
域
の

子
育
て
支
援
も
行
う
施
設
で
す
。

保
護
者
の
就
労
に
関
係
な
く
利

用
で
き
、仕
事
の
状
況
が
変
化
し

て
も
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

▽
大
町
幼
稚
園

℡
２
２
・
０
６
０
４

▽
こ
ま
く
さ
幼
稚
園

℡
２
２
・
１
１
３
４

■
幼
稚
園

　
小
学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎

を
つ
く
る
幼
児
期
の
教
育
を
行

う
施
設
で
す
。

▽
り
ん
ど
う
幼
稚
園

℡
２
３
・
２
６
１
１

　28年度の保育園新規入園申し込みの受
け付けを開始します。入園を希望する人は、
保育園にお越しください。
■問い合わせ
　子育て支援課児童係　℡ 市 内線６８３
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
や
住
民
税
の
確
定
申
告
で
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１

月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
に
納

付
さ
れ
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
告
時
に
納
付
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

添
付
書
類
と
な
る
「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」
は
、
11
月
上
旬
ま
た
は

来
年
２
月
上
旬
に
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
者
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
添

付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
上
旬
の
送
付
分

　
平
成
27
年
１
月
１
日
～
９
月

30
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
人
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
人

２
月
上
旬
の
送
付
分

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、
平
成
27

年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間

に
、
こ
と
し
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
人

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
は
、
口
座
振
替
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
当
月
分
保

険
料
を
月
末
に
振
替
納
付
す

る
と
、
月
々
50
円
割
引
す
る
早

割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り

割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前
納
、

１
年
前
納
、
２
年
前
納
も
あ

り
大
変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人

は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手

帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出

印
を
お
持
ち
の
上
、
希
望
さ
れ

る
金
融
機
関
、
ま
た
は
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
～

投票方法

▽ゆるキャラグランプリ
オフィシャルウェブサイト
http://www.yurugp.jp/
　ゆるキャラグランプリ　  検索
ＱＲコードからも
※ＰＣ・タブレット・
スマートフォンは
ＩＤ登録が必要です。

　「ゆるキャラ®グランプリ2015」の投票期間が残り少なくなり
ました。目標の全国100位以内を目指すおおまぴょんに最後の
後押しをお願いします。投票は１日１票できます。ぜひ、投票で
応援を！
■問い合わせ　商工労政課ブランド振興担当　℡市内線５４２

ゆるキャラ®グランプリ2015
おおまぴょん　目指せ全国100位以内!!

11月16日月まで

緊急企画
100位以内なら!?
おおまぴょんと祝勝会！
　11月23日に発表される「ゆる
キャラ®グランプリ2015」の最終
結果が、見事全国100位以内に入
ることができたら祝勝会を開催
します。参加した皆さんとおおま
ぴょんが勝利を分かち合うほか、
特別企画も用意します。詳しくは
結果発表後、Facebookなどでご
案内します。
■日時・会場　未定
■内容

▽おおまぴょん勝利報告

▽特別企画！　来場された人の中
から抽選でおおまぴょんから特別
なプレゼント　ほか

毎日投票を
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市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議

会
、Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
、
農
薬
空
き

容
器（
空
ポ
リ
、
ガ
ラ
ス
瓶
、
空
き

缶
）を
回
収
し
ま
す
。
荷
造
り
の
方

法
や
運
搬
上
の
注
意
を
守
り
、
指

定
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
、
農
薬
空
き
容
器
の
回
収

は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。Ｊ
Ａ
大
北
各
営
農
セ
ン
タ
ー
・

各
支
所
営
農
窓
口
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
18
日（
水
）　
午
前
９
時
～
11
時

■
回
収
場
所

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
支
所

■
委
託
処
理
料
金

（
１
㎏
当
た
り
、運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50
円

▽
一
般
農
薬
…
…
…
…
３
９
０
円

▽
特
殊
農
薬

…
…
…
…
３
０
０
０
円
～
１
万
円

▽
農
薬
空
き
容
器
…
…
１
５
０
円

▽
特
殊
空
き
容
器
…
…
５
０
０
円

■
持
ち
物

委
託
処
理
料
金
、
印
鑑
（
個
人
と

処
理
業
者
間
で
委
任
状
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
す
る
と
き
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に

乾
燥
状
態
で
梱
包
す
る
。

▽
農
ビ
、
農
ポ
リ
、
肥
料
袋
に
分

け
て
梱
包
す
る
。
特
に
肥
料
袋
は

他
の
物
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
使

用
し
十
字
に
束
ね
る
（
荒
縄
、
針

金
な
ど
は
使
用
し
な
い
）。

■
運
搬
す
る
と
き
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、

車
両
に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け

（
携
帯
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ほ
場
か
ら
収
納
場
所
に
運
搬

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
、

農
薬
空
き
容
器
の
回
収

消
防
団
の
応
急
手
当
て
講
習
用
備
品
・
救
命
救
急
胴
衣
購
入

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
活
用
し
、
館
之
内

自
治
会
で
獅
子
頭
ほ
か
祭
典
用

品
の
新
調
、
神
楽
殿
の
修
復
を

し
ま
し
た
。

　
９
月
22
日
・
23
日
に
行
わ
れ

た
館
之
内
竈

か
ま
ど

神
社
例
祭
で
は
、

　（
公
財
）
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
が
実
施
し
て
い
る「
地
域
活

動
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
大

町
市
消
防
団
で
は
応
急
手
当
て

講
習
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ユ
ニ
ッ
ト
と
心
肺
蘇
生
訓
練

用
人
形
、
水
難
事
故
に
備
え
救

命
救
急
胴
衣
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
応
急
手
当
て
講
習

の
要
請
に
消
防
団
だ
け
で
は
対

応
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
応
急
手
当
て
講
習
用
備
品
整

新
し
い
獅
子
頭
の
舞
い
や
修
復

さ
れ
た
神
楽
殿
が
、
お
祭
り
を

い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０

備
で
、
地
区
の
防
災
訓
練
な
ど
で

積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
救
命
救
急
胴
衣
は
、
近
年
の

仁
科
三
湖
の
観
光
客
増
加
な
ど

に
よ
る
、
水
難
事
故
に
備
え
る
こ

と
で
、
消
防
団
の
活
動
の
幅
が
さ

ら
に
広
が
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
６

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

館
之
内
の
祭
典
用
装
備
品
整
備
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大町市の企業紹介�
ー地域を支える地方企業ー

　
私
ど
も
㈲
大
道
塗
装
工
業
は
、
昭
和

41
年
７
月
に
設
立
し
、
お
か
げ
さ
ま
で

来
年
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
半
世
紀
に

わ
た
る
事
業
の
間
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
社
は
個
人
住
宅
か
ら
店
舗
、
ホ
テ

ル
な
ど
建
物
の
外
装
や
屋
根
塗
装
、
ま

た
、
橋
梁
や
歩
道
橋
の
塗
り
替
え
工
事

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
客
さ
ま

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
「
お
見
積

り
は
無
料
」で「
誠
意
を
持
っ
た
十
分
な

説
明
と
丁
寧
な
施
工
」
を
心
掛
け
日
々

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
市
内
各
所
の

大
型
公
共
工
事
に
も
多
数
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
最
近
で
は
仁
科

台
中
学
校
の
建
設
工
事
や
大

町
総
合
病
院
の
耐
震
工
事
な

ど
も
施
工
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
塗
装
は
、
神
社
仏
閣
な
ど

歴
史
あ
る
物
と
の
調
和
を
と

る
た
め
古
く
見
せ
る
よ
う
な

施
工
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
一
般
的
な
塗
装
の
役

割
は
、
家
を
大
切
に
、
美
し

く
、
維
持
し
て
い
く
、
ひ
い

て
は
財
産
を
守
っ
て
い
く
と

　
私
ど
も
㈲
斎
藤
自

動
車
は
、
こ
の
地
で

事
業
を
始
め
て
、
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
こ

と
し
45
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
お

客
さ
ま
に
厚
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　
創
業
時
の
昭
和
45

年
、
時
代
は
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
と

進
む
中
、
自
動
車
販

売
、
修
理
業
を
始
め
、

積
雪
地
に
強
い
ス
バ

ル
車
を
中
心
に
国
内

各
メ
ー
カ
ー
の
新
車
、

中
古
車
の
販
売
・
整
備
を
取
り
扱
っ
て

き
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
は
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
を
開
設
し
、
今
日
ま
で
地
域
社

会
に
密
着
し
た
車
両
の
販
売
、
サ
ー
ビ

ス
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
自
動
車
販
売
と
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
メ
イ
ン
に
自
動
車
の
車
検
、

点
検
、
修
理
は
も
ち
ろ
ん
、
鈑ば

ん

金き
ん

塗
装
、

自
動
車
保
険
、
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
の
よ
き
カ
ー
ラ
イ
フ
パ
ー

い
う
こ
と
で
す
。
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候

群
が
問
題
に
な
っ
て
以
降
、
使
用
す
る

材
料
も
溶
剤
系
塗
料
か
ら
体
に
影
響
の

少
な
い
水
系
塗
料
が
主
流
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
細
か
い
配
慮
を
し
な
が
ら
質

の
高
い
技
術
と
温
か
い
心
遣
い
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
お
客
さ
ま
の
近
く
に
住
み
、

長
く
お
付
き
合
い
し
て
い
か
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
従
業
員
の
技
術
力
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
従
業
員
全
員
の
上
級

塗
装
技
能
士
資
格
の
取
得
を
目
指
し
な

が
ら
日
々
研
さ
ん
を
積
み
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ト
ナ
ー
と
な
れ
る
べ

く
「
お
客
さ
ま
の
た
め
に
」
を
第
一
に
、

従
業
員
一
同
ま
い
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
道
路
拡
幅
工
事
の
た
め
、

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
工
場
を
新

築
移
転
い
た
し
ま
し
た
。
お
近
く
に
お

寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
お
客
さ
ま
の
カ
ー
ラ
イ
フ
に
少

し
で
も
ご
協
力
で
き
る
よ
う
、
従
業
員

一
同
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　「広報おおまち」では、市内の企業を紹介しています。内容は企業から提出い
ただいた原稿を基に掲載しています。掲載を希望する企業は、産業立地戦略室

（℡ 市 内線541）までご連絡ください。

有
限
会
社
　
大
道
塗
装
工
業

ス
バ
ル
シ
ョ
ッ
プ
大
町
　
斎
藤
　
有
限
会
社
　
斎
藤
自
動
車

お
客
様
の
近
く
で
長
く
お
付
き
合
い
を

地
域
に
密
着
45
年

■所　在　地：本社・工場　大町市社6887－5（館ノ内）
　　　　　　　℡22－0327
■代　表　者：代表取締役　北林健
■事 業 内 容：建築塗装、鉄骨・橋梁塗装、
　　　　　　　内外吹き付、エ塗装、防水工事

■所　在　地：大町市大町1956－1（俵町）　℡22－2295
■代　表　者：代表取締役　斎藤一彦
■事 業 内 容：新車・中古車販売、買い取り、車検、点検、一般修理、
　　　　　　　鈑金塗装、コンピューター診断、レンタカー、
　　　　　　　自動車保険、各種保険など
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
市
は
、
関
係
団
体
と
協
働
し
て
芸
術
文
化

振
興
を
進
め
る「
信
濃
大
町
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
推
進
協
議
会
」の
設

立
総
会
を
10
月
１
日
、市
役
所
で
開
き
ま
し
た
。

　
協
議
会
は
、
地
方
創
生
や
交
流
・
定
住
人

口
の
増
加
を
目
的
に
、
国
内
外
か
ら
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、
市
内
の
芸
術
文
化
活
動

と
の
連
携
や
大
町
市
の
新
た
な
魅
力
の
創
出
、

発
信
を
行
い
ま
す
。
芸
術
文
化
に
関
連
す
る

公
共
団
体
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
代
表
者

57
人
で
構
成
。
県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
県

下
初
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
規
約
の
制
定
や
役
員
の
選
出

を
議
決
。
本
年
度
の
事
業
計
画
も
審
議
さ
れ
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し

芸
術
文
化
の
拠
点
と
な

る
、
旧
旭
町
教
員
住
宅
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で

改
修
す
る
こ
と
や
、
活
動

を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
信

す
る
な
ど
具
体
的
な
事

業
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
会
長
に
就
任
し
た
牛

越
市
長
は「
芸
術
文
化
振

興
は
、
行
政
の
力
だ
け

で
は
成
し
え
な
い
。
皆
さ

ん
の
力
を
結
集
さ
せ
て

ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
「
シ
ェ
フ
が
教
え
る
！
　
親
子
で
作
る
黒
部
ダ

ム
カ
レ
ー
」
を
10
月
４
日
、
大
町
公
民
館
分
室
で
開
き
、
親

子
９
組
24
人
が
そ
ろ
い
の
コ
ッ
ク
帽
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
信
濃
大
町
カ
レ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
の
企
画
の

一
つ
で
、
ご
当
地
名
物
の「
黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー
」を
家
庭
で
も

作
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
開
催
。
く
ろ
よ
ん
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
り
ん
ど
う
」の
シ
ェ
フ
を
講
師
に

招
き
、
実
際
に
ホ
テ
ル
で
提
供
し
て
い
る
カ
レ
ー
の
作
り
方

を
学
び
ま
し
た
。
長
時
間
炒
め
た
玉
ネ
ギ
や
フ
ル
ー
ツ
を
使

い
、
仕
上
げ
に
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
こ
す
本
格
ル
ー
や
、
紫

米
を
混
ぜ
て
炊
い
た
ご
飯
で
ダ
ム
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
と
参
加
し
た
岡
澤
優
那
さ
ん
（
東
小
３
年
）
は

　
大
町
市
消
防

団
は
10
月
４
日
、

「
消
防
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５
お
お
ま

ち
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
消
防
団
活
動

の
Ｐ
Ｒ
や
市
民
の

防
災
知
識
の
向
上
、

子
ど
も
た
ち
に
将

来
の
消
防
団
員
に

「
作
っ
て
い
て
わ
く
わ
く
し
た
。
今
度
は
う
ち
で
も
作
っ

て
み
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
信
濃
大

町
カ
レ
ー

ス
ト
リ
ー

ト
は
、「
黒

部
ダ
ム
カ

レ
ー
ス
タ

ン

プ

ラ

リ
ー
」
な

ど
11
月
30

日
ま
で
開

催
し
て
い

ま
す
。

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
５
回
目
と
な
る
こ
と
し
は
、
初
め
て
国
営
ア
ル
プ
ス
あ

づ
み
の
公
園
大
町
・
松
川
地
区
で
開
催
。
防
災
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、
消
防
車
の
乗
車

や
煙
の
中
を
避
難
す
る
ブ
ー
ス
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
体

験
し
ま
し
た
。

　
親
子
で
放
水
体
験
に
挑
戦
し
た
京
極
崇
史
く
ん
（
長
野

市
）は「
水
が
す
ご
く
て
重
た
か
っ
た
け
ど
う
ま
く
で
き
た
。

大
き
く
な
っ
た
ら
消
防
士
に
な
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
同
園
で
は
大
北
の
物
産
市
や
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
行
う「
北
ア
ル
プ
ス
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」を
併
せ
て
開
催

し
、
家
族
連
れ
な
ど
約
８
０
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

芸
術
文
化
で
大
町
の
新
た
な
魅
力
を
！

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

シ
ェ
フ
に
教
わ
り
親
子
で
黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー

信
濃
大
町
カ
レ
ー
ス
ト
リ
ー
ト

防
災
体
験
に
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う　

消
防
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
お
お
ま
ち
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ときめきマイ・シティー

　
市
や
観
光
関
連
団
体
で
構
成
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推

進
協
議
会
が
誘
致
し
た
台
湾
の
旅
行
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番

組「
Ｍ
ｒ
・
Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
ｅ
ｒ
」が
、
10
月
８
日
か
ら
３
日

間
、
市
内
各
地
で
番
組
収
録
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
番
組
を
誘
致
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
戦

略
は
、
大
町
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
観
光
客
誘
致
を
目

的
と
し
て
、
番
組
制
作
費
や
ス
タ
ッ
フ
の
渡
航
費
、
台

湾
大
手
旅
行
会
社
と
の
提
携
な
ど
事
業
費
約
７
５
０
万

円
で
行
い
、国
の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
台
湾
か
ら
の
観
光
客
は
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
の
昨
年
の
外
国
人
観
光
客
17
万
人
の
う
ち
、
13
万
人

を
占
め
、
さ
ら
な
る
誘
客
と
秋
か
ら
冬
の
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
以
外
の
時
期
の
誘
客
に
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
番
組
は
、
台
湾
の
大
人
気
タ
レ
ン
ト
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・

ウ
ー
さ
ん
が
出

演
す
る
高
視
聴

率
番
組
。
市
内

の
各
ス
ポ
ッ
ト

で
、
出
演
者
９

人
が
ク
イ
ズ
形

式
で
対
決
し
、

大
町
市
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
上
旬
に
台

湾
全
土
で
、
２

時
間
番
組
を
２

週
に
渡
り
放
送

す
る
予
定
で
す
。

　
大
北
地
区
保
護
司
会（
後
藤
志
朗
会
長
）は
10
月
14
日
、
大
北

福
祉
会
館
で
大
北
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
所

式
を
行
い
、
牛
越
市
長
な
ど
関
係
者
約
40
人
が
開
所
を
祝
い
ま

し
た
。

　
保
護
司
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
の
釈
放
後
、
住
居
や
就
業
先
な
ど
の
調
整
や
相
談
を
行
い
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
立
ち
直
り
を
支
え
る
更
生
保
護
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
県
内
に
は
19
の
保
護
区
が
あ
り
、
大
北
地
区
で
は
37
人
の
保

護
司
が
活
動
。
開
所
し
た
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
大
北
福
祉
会

館
の
３
階
で
、
面
接
場
所
と
し
て
の
活
動
支
援
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携
、
犯
罪
や
非
行
の
予
防
活
動
、
更

生
保
護
活
動
の

情
報
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
後
藤
会
長
は

「
利
用
し
や
す

い
施
設
に
開
所

で
き
た
こ
と
が

う
れ
し
い
。
地

域
の
た
め
に
役

に
立
て
る
よ
う
、

研
修
な
ど
も
行

い
保
護
司
の
資

質
向
上
に
努
め

た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
は
10
月

16
日
、
市
役
所
で

特
殊
詐
欺
被
害
防

止
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は

「
新
聞
記
者
に
聞

く
特
殊
詐
欺
の
手

口
」
と
題
し
、
特

殊
詐
欺
の
加
害
者
、

被
害
者
双
方
を
取

材
し
て
き
た
新
聞
記
者
か
ら
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
実
態
や
被

害
者
・
被
害
者
家
族
の
声
な
ど
を
聞
き
、
誰
も
が
被
害
者
に

な
り
得
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
町
市
出
身
で
毎
日
新
聞
社
西
部
本
社
小
倉
報
道
部
の
浅

野
翔
太
郎
さ
ん
が
講
演
。
約
50
人
の
参
加
者
は
、
詐
欺
被
害

の
現
状
や
具
体
的
な
ケ
ー
ス
、
家
族
が
こ
ま
め
に
連
絡
と
る

な
ど
の
対
応
策
な
ど
を
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
浅
野
さ
ん
は
「
記
者
と
し
て
取
材
し
た
詐
欺
事
件
を
新
聞

紙
面
に
載
せ
る
だ
け
で
な
く
、
直
接
お
話
し
す
る
こ
と
で
詐

欺
被
害
を
防
ぎ
た
い
。
市
内
の
被
害
実
態
も
知
っ
て
も
ら
い
、

詐
欺
で
悲
し
い
思
い
を
す
る
人
が
減
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
ま
し
た
。

台
湾
の
テ
レ
ビ
番
組
が
大
町
市
で
ロ
ケ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
戦
略

大
北
地
区
の
更
生
保
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
所

詐
欺
で
悲
し
む
人
を
減
ら
す
た
め
に

高
齢
者
向
け
講
演
会
開
催
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俳
句

　
自
作
の
俳
句
を
持
ち
寄
り
、
講

師
の
指
導
で
句
会
を
楽
し
み
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
　
11
月
18
日（
水
）

午
後
２
時
～
５
時

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
自
作
の
俳
句
を
５
句

※
用
意
で
き
な
く
て
も
結
構
で
す
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
せ
せ
ら
ぎ
会

俳
句

　
自
作
の
俳
句
を
持
ち
寄
り
、
講

師
の
指
導
で
句
会
を
楽
し
み
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
18
日（
水
）

午
後
６
時
～
８
時

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
自
作
の
俳
句
を
５
句

※
用
意
で
き
な
く
て
も
結
構
で
す
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
や
ま
な
み
会

俳
句

　
自
作
の
俳
句
を
持
ち
寄
り
、
講

師
の
指
導
で
句
会
を
楽
し
み
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
　
12
月
１
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
自
作
の
俳
句
を
２
～

５
句

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
俳
句
ク
ラ
ブ

書
道

　
実
用
書
道
の
基
礎
を
学
習
し
ま

す
。
美
し
い
楷
書
の
筆
使
い
を
練

習
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
26
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
書
道
用
具
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
書
草
会

水
墨
画

　
墨
の
濃
淡
を
生
か
し
、
講
師
の

お
手
本
に
沿
っ
て「
竹
」の
描
き
方

を
基
礎
か
ら
学
習
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
17
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
費
用
　
２
０
０
円（
材
料
費
）

■
持
ち
物
　
硯
、
筆
を
洗
う
瓶
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
秋
翆
会

和
紙
絵

　
和
紙
の
ち
ぎ
り
方
（
水
切
り
）、

縦
取
り
、
横
取
り
、
は
り
方
な
ど

を
学
習
し
ま
す
。
今
回
は
コ
ス
モ

ス
、
ア
ジ
サ
イ
、
ア
ヤ
メ
、
ナ
ン

テ
ン
な
ど
か
ら
一
作
品
を
制
作
し

ま
す
。

■
日
時
　
11
月
28
日（
土
）

午
後
１
時
～
３
時

■
定
員
　
10
人

■
費
用
　
５
５
０
円（
材
料
費
）

■
持
ち
物
　
ハ
サ
ミ
、
筆
２
本
を

お
持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
和
紙
絵
の

会
・
老
人
ク
ラ
ブ
和
紙
絵
の
会

戸
塚
刺
し
ゅ
う

　
戸
塚
刺
し
ゅ
う
は
、
一
般
的
な

刺
し
ゅ
う
と
違
い
、
布
目
を
す

く
っ
て
模
様
を
作
る
の
で
、
独
特

な
雰
囲
気
が
楽
し
め
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

■
定
員
　
８
人

■
費
用
　
１
０
０
０
円

■
持
ち
物
　
糸
切
り
ハ
サ
ミ
、
刺

し
ゅ
う
枠
を
お
持
ち
の
人
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
刺
し
ゅ
う
グ

ル
ー
プ

革
細
工

　
皮
に
文
様
を
打
ち
、
色
を
塗
っ

て
小
物
を
制
作
し
ま
す
。
製
品
は

加
工
す
る
た
め
後
日
お
渡
し
し
ま

す
。
印
鑑
入
れ
を
作
る
予
定
で
す
。

■
日
時
　
11
月
26
日（
木
）

午
後
７
時
～
９
時

■
定
員
　
８
人

■
費
用
　
１
０
０
０
円
（
材
料
・

加
工
費
）

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト

大
町
公
民
館
分
室

サ
ー
ク
ル
１
日
体
験

　
大
町
公
民
館
分
室
で
は
、
市
内
に
あ
る
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、「
サ
ー

ク
ル
１
日
体
験
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
体
験
し
、

楽
し
く
学
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
会
　
　
場
　
大
町
公
民
館
分
室

■
申
し
込
み
　
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
公
民
館
分
室
へ
。

■
そ
の
他
　
費
用
の
表
記
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
公
民
館
分
室
　
℡
・
有
線
２
２
・
０
３
５
２
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サークル１日体験

空
手

　
空
手
の
初
歩
を
仲
間
と
共
に
進

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
金
）

午
後
７
時
～
９
時

■
定
員
　
10
人

■
持
ち
物
　
飲
み
物
、
運
動
が
で

き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
日
本
空
手
道

剛
柔
流
剛
誠
館

社
交
ダ
ン
ス

　
簡
単
で
楽
し
め
る
レ
ッ
ス
ン
を

し
ま
す
。
ダ
ン
ス
と
健
康
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
指
導
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴
　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
む
つ
み
会

社
交
ダ
ン
ス

　
社
交
ダ
ン
ス
の
基
本
ス
テ
ッ
プ
、

ワ
ル
ツ
、
ル
ン
バ
な
ど
簡
単
な
動

き
を
練
習
し
ま
す
。
楽
し
く
踊
り

ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
11
月
19
日（
木
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ラ
イ
ズ

社
交
ダ
ン
ス

　
基
礎
を
学
習
し
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
踊
れ
る
よ
う
練
習
し

ま
す
。
身
心
共
に
健
康
に
な
る
社

交
ダ
ン
ス
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

■
日
時
　
12
月
１
日（
火
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ス
リ
ー
ス

リ
ー
ズ

健
康
体
操

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す

運
動
や
、
足
腰
を
丈
夫
に
す
る
運

動
、
体
を
楽
に
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
を
行
い
ま
す
。
慣
れ
て
い
な

い
人
や
、
初
め
て
の
人
で
も
安
心

し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る「
優
し

く
ち
ょ
っ
と
い
い
汗
を
か
け
る
」内

容
で
す
。
せ
ひ
一
度
、
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
11
月
19
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
40
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴
、

飲
み
物
、
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ

オ
ル

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
桜
ス
テ
ッ
プ

健
康
体
操

　
体
の
内
側
外
側
を
鍛
え
る
と
健

康
に
な
れ
ま
す
。
肩
こ
り
、
腰
痛

な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
動
き
で
自
分
の
体
を

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
金
）

午
後
２
時
～
３
時

■
定
員
　
５
人

■
費
用
　
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴
、

運
動
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ク
ロ
ッ
カ
ス

健
康
体
操

　「
筋
力
低
下
予
防
」「
認
知
症
予

防
」「
脳
ト
レ
」
な
ど
、
生
き
生
き

と
体
操
を
楽
し
み
、「
健
康
寿
命
」

を
延
ば
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
の

踊
り
や
、
口
の
体
操
、
歌
な
ど
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
２
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
健
康
教
室

健
康
体
操

　
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
健
康

体
操
を
し
ま
す
。
一
緒
に
体
を
動

か
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
12
月
15
日（
火
）

午
前
10
時
～
正
午

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
上
履
き
用
運
動
靴

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ヤ
ン
グ
ハ
ー
ト

童
謡
唱
歌

　
心
身
の
健
康
維
持
の
た
め
、
最

初
は
首
の
運
動
・
呼
吸
法
・
発
声

練
習
を
し
て
か
ら
歌
い
ま
す
。
歌

は
童
謡
唱
歌
ば
か
り
で
な
く
、
ラ

ジ
オ
歌
謡
や
歴
史
の
歌
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
で
す
。
と
て

も
楽
し
い
会
で
す
の
で
お
気
軽
に

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
６
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時

■
定
員
　
な
し
　
※
事
前
申
し
込

み
不
要

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
大
町
童
謡
唱

歌
を
歌
う
会

市
民
活
動

　
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

﹃
蒼
い
記
憶
―
満
蒙
開
拓
と
少
年

た
ち
―
﹄を
上
映
し
ま
す
。

　
か
つ
て
「
五
族
協
和
」「
王
道
楽

土
」
と
い
っ
て
満
蒙
開
拓
団
や
青

少
年
義
勇
軍
が
海
を
渡
り
、
そ
の

中
に
は
大
町
か
ら
参
加
し
た
人
た

ち
も
い
ま
し
た
。
戦
後
70
年
を
語

る
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ニ
メ
で
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
22
日（
日
）

▽
１
回
目
上
映
　
午
前
10
時

▽
２
回
目
上
映
　
午
後
１
時

■
定
員
　
１
０
０
名
　
※
事
前
申

し
込
み
不
要

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
救
援
会
大
北

支
部
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
冬
の
風
物

詩
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
と
し
も
堀
金
・
穂
高

地
区
と
同
時
開
催
。「
天
地
を
揺
る
が
す
エ
ン
タ
メ
イ
ル
ミ
」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
見
る
だ
け
で
は
な
い
、
体
験
型
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

お
届
け
し
ま
す
。
あ
っ
と
驚
く
仕
掛
け
や
演
出
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　
11
月
も
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、
ぜ

ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

　
冬
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
両

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

光
の
森
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

～HEA
V

EN
 and EA

RTH

～

２
つ
の
ボ
タ
ン
を
同
時
に
押
す
と

何
か
が
起
こ
る
!?

■
場
所
　
入
口
広
場

お
す
す
め
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

星
屑
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

　
頭
の
上
に
屋
根
の
よ
う
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

中
央
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
手
を
握
る
と
、

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
よ
う
に

光
が
回
り
は
じ
め
ま
す
。

■
場
所
　
レ
ス
ト
ラ
ン
と
空
中
回

廊
の
間
に
あ
る
コ
ナ
ラ

お
す
す
め
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

銀
河
の
祈
り

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
イ
ン

ス
ポ
ッ
ト
!!

　
天
の
川
の
よ
う
な

空
中
回
廊
を
進
む
と
足
元
に
広
が

る
一
面
の
光
。
七
色
に
変
化
す
る

不
思
議
な
球
体
を
中
心
に
渦
巻
く

銀
河
で
、
大
迫
力
の「
音
楽
と
光

の
シ
ョ
ー
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　
空
中
回
廊
の
下

ナ
イ
ト
竹
巻
パ
ン

　
森
の
体
験
舎
の
大
炉
で
暖
を
と

り
な
が
ら
、
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
竹
巻

パ
ン
を
作
ろ
う
！

■
日
時
　
11
月
７
日（
土
）・
８
日

（
日
）、
21
日（
土
）～
23
日（
月
）　

午
後
４
時
　
※
材
料
が
な
く
な
り

次
第
終
了

■
場
所
　
森
の
体
験
舎

■
費
用
　
１
０
０
円

ナ
イ
ト
・

ハ
イ
パ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー

　
ゴ
ム
ロ
ー
プ
と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

で
ジ
ャ
ン
プ
！
　
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
光
の
中
で
夜
空
に
舞
お

う
！

■
日
時
　
11
月
７
日（
土
）～
29
日

（
日
）の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　
午

後
４
時
～
８
時

■
場
所
　
入
口
広
場

■
費
用
　
５
０
０
円

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前
の

電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

地
区
同
時
開
催
。
こ
と
し
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
天
地
を
揺
る
が
す
エ

ン
タ
メ
イ
ル
ミ
」。
大
町
・
松
川

地
区
が「
天
」、
堀
金
・
穂
高
地
区

が「
地
」を
テ
ー
マ
に
、
光
と
音
の

演
出
で
こ
こ
で
し
か
体
験
で
き
な

い
驚
き
と
感
動
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
７
日（
土
）～
平
成

28
年
１
月
11
日（
月
）　
午
後
４
時

～
９
時

お
す
す
め
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

天
空
の
塔

　
入
口
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
る
と
、
高

さ
20
ｍ
の
ツ
リ
ー
２
本
と
ボ
タ
ン

が
２
つ
。
ボ
タ
ン
を
押
す
と
そ
れ

ぞ
れ
の
ツ
リ
ー
が
輝
き
だ
し
ま
す
。

昨シーズンのイルミネーション

天空の塔星屑のメリーゴーランド

銀河の祈り
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

パン屋さんのパンに挑戦
　初心者からステップアップして、パン屋さんのよう

なパン作りに挑戦しませんか。手作りのおいしさは、

パン屋さんに負けないかも!?

■日時　11月30日、12月21日　月曜日　全２回　午

前９時30分～午後０時30分

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　料理講習室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着16人

■講師　門脇佳子さん（森のふくろうパン教室主宰）

■費用　1,000円（材料代２回分）

■持ち物　エプロン、三角巾、パンを持ち帰る容器

■申し込み　11月４日（水）～10日（火）までに、電話ま

たは直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

サークル体験「体が目覚める太極拳」

　24式太極拳を中心に武術太極拳の基礎を学び、足や

腰を鍛えてみませんか。武術太極拳を使った介護法も体

験できます。

■日時　11月18日・25日、12月２日・９日　水曜日

全４回　午後７時～９時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂

■定員　先着20人

■講師　西山博典さん（大町太極拳クラブ常任講師）

■協力サークル　大町太極拳クラブ

■持ち物　上履き用運動靴　運動のできる服装でご参加

ください。

■申し込み　11月17日（火）までに、電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。

親子でクリスマスケーキ

　ホテルシェフに教わり、クリスマスケーキを親子で

手作りしませんか。出来上がったケーキは持ち帰るこ

とができます。

■日時　12月20日（日）　午前９時～正午

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　料理講習室

■対象・定員　市内にお住まいの小学生〜中学生と保

護者　先着８組

■講師　くろよんロイヤルホテルシェフ

■費用　3,000円（材料代）

■持ち物　エプロン、三角巾

■申し込み　11月９日（月）～20日（金）までに、電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

編み物体験

　編み物でほっとする秋の一日を過ごしませんか。「か

ぎ針」「棒針」どちらかを使って、「簡単ベスト」を作

ります。お気軽にご参加ください。

■日時　11月30日（月）　午前10時～午後３時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　会議室

■定員　先着10人

■講師　宮下さつ子さん（ピュア利用者の会講師）

■費用　2,000円（材料費）

■持ち物　かぎ針（８号）または棒針（８～９号）がある

人はお持ちください。

■申し込み　11月26日（木）までに、電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４
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生涯学習
おおまち情報センター 常盤公民館

八坂公民館

ＩＴ講習
「画像を使った年賀状作成講座」
「エクセルデータ活用にチャレンジ講座」
　おおまち情報センターでは、

次の５講座を開催します。「画

像を使った年賀状作成講座」は、

同じ内容で日時を変えて開催し

ます。お気軽にご参加ください。

■講座・日時

▽講座１「画像を使った年賀状作成講座」

11月17日（火）・18日（水）・19日（木）・

24日（火）・26日（木）・27日（金）

全６回　午前10時～正午

▽講座２「画像を使った年賀状作成講座」

11月17日（火）・18日（水）・19日（木）・

24日（火）・26日（木）・27日（金）

全６回　午後１時30分～３時30分

▽講座３「画像を使った年賀状作成講座」

12月２日（水）・３日（木）・４日（金）・７日（月）・

８日（火）・９日（水）

全６回　午前10時～正午

▽講座４「画像を使った年賀状作成講座」

12月２日（水）・３日（木）・４日（金）・７日（月）・

８日（火）・９日（水）

全６回　午後１時30分～３時30分

▽講座５「エクセルデータ活用にチャレンジ講座」

11月18日（水）・19日（木）・20日（金）・

25日（水）・26日（木）・27日（金）、12月

１日（火）・２日（水）・４日（金）・８日（火）

全10回　午後６時～８時

■対象・定員　市内にお住まいで、マウス操作、キー

ボード操作による文字入力ができる人　

各講座16人　※定員を超えた場合は抽選

■費用　各講座1,500円（テキスト代）

■申し込み　11月13日（金）までに、直接、おおま

ち情報センターへ。

■その他　おおまち情報センターのパソコンを基本

的に使用しますが、日頃使用しているご

家庭のノートパソコンを持参して講座を

受けることも可能です。申し込みが少な

い場合は、講座は行いません。

■会場・問い合わせ

　おおまち情報センター　℡２１－３８００

～秋の味覚、新そばを楽しもう！～
「そば打ち教室」
　初心者でも気軽

にそば打ちを体験

できる講座です。

そば粉の段階から

食べるまで、「こ

ねる、打つ、伸ば

す、切る」の手打

ちそばを作ります。

新そばの粉を使っ

て打ったそばで、秋の味覚を楽しみましょう。

■日時　11月18日（水）・19日（木）・25日（水）・26

日（木）　午後２時～４時

■会場　常盤公民館

■定員　各日先着10人

■講師　綿内邦彦さん（そば打ちサークルりんどう）

■費用　1,000円（５人前材料代）

■持ち物　エプロン、三角巾、タオル、そばを持ち帰

る容器

■申し込み　11月13日（金）までに、電話または直接、

常盤公民館へ。

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１

八坂塾　新そばを使った
「そば打ち講習会」
　そば打ち技能が向上する喜びと、自分で打ったおい

しいそばを自宅で家族と味わえる楽しみを！　この講

習会から始めませんか。

■日時　11月24日（火）・30日（月）、12月２日（水）・

７日（月）・10日（木）・14日（月）　全６回

　　　　午後７時～８時30分

■会場　八坂ふるさと体験館（八坂公民館隣）

■定員　先着12人

■費用　800円／回（材料代）

■持ち物　エプロン、三角巾、そばを持ち帰る容器

■申し込み　11月16日（月）までに、電話または直接、

八坂公民館へ。

■問い合わせ　八坂公民館　℡２６－２３８０
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ギャラリー・いーずら 総合体育館

第 11回長門教室　絵画・陶芸展覧会
　絵画(油彩及およ水彩画)35点、陶芸作品50

点を展示します。入場無料です。

■日時　11月12日（木）～17日（火）　午前10

時～午後５時（最終日は午後３時まで）

市内学校展
　この展覧会は、平成12年度に始まり、毎年11

月末～２月に開催しています。市内の児童・生徒

が学校の授業やクラブ活動で作成した絵画・彫刻・

書道などの作品を、多数展示します。最初は、高

校生の作品展です。この機会に、子どもたちの感

性豊かな作品をぜひご覧ください。入場無料です。

■学校名・期日

▽大町北高校　11月27日（金）～30日（月）

▽二次元展（大町高校・大町北高校・白馬高校美

　術部合同絵画展）　12月４日（金）～７日（月）

■時間　午前10時～午後５時（最終日は午後４

時30分まで）

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室

　　　　（いーずら大町特産館２階）

■問い合わせ

　生涯学習課生涯学習・青少年係

　℡ 市 内線６２２

シニア大学公開講座
　シニア大学では、公開講座を２回開催します。大北地域の発展

に興味のある人、シニア大学の講座に関心のある人はお気軽にご

参加ください。申し込み不要、入場無料です。

■期日・内容

▽１回目　11月11日（水）

　【演題】身近な国際理解　【講師】中川弘道さん（大町法務局人権擁護委員）

▽２回目　12月16日（水）

　【演題】善光寺信仰と善光寺街道　【講師】田中欣一さん（民俗・思想史家）

■時間　午前10時～正午

■会場　フレンド・プラザ大町（文化会館南隣）

■問い合わせ　大町保健福祉事務所福祉課　℡２３－６５０７

水中運動教室

　水中運動は、陸上で運動するよりも足腰への負担が

少なく、少しの動作でも大きな運動効果が期待できま

す。水中運動で体力向上と健康な体づくりをしましょう。

■日時　12月11日～25日　毎週金曜日　全３回　午

後２時～３時

■会場　ゆ～ぷる木崎湖

■対象・定員　市内にお住まいの18歳以上の人　先

着20人

■費用　2,500円（入場料、保険料ほか）

■持ち物　水着、スイミングキャップ、タオル、飲み

物など

■申し込み　12月７日（月）までに、費用を添えて直

接、総合体育館へ。

■その他　けがをした場合は、スポーツ安全保険で対

応します。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

昨年の公開講座
「健康体操」の様子
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文化財センター

芸術文化ふれあい拡充事業　アーティストとの新しい出会いのカタチ
クラリネット＆ピアノ　デュオ　　ちっちゃなコンサート

　「大きすぎない適度な会場」で「多すぎない適度な人数」が「長すぎない適度な時間」を音楽とともに過ごす、とても

「ちっちゃなコンサート」です。

　出演は、クラリネット奏者で京都市交響楽団の首席奏者として活躍中の小谷口直子さんと、ピアノ奏者で国内外

のオーケストラや著名アーティストとの共演など精力的な活動が高く評価されている塩見亮さんです。

　塩の道ちょうじやを会場にワンコインでお楽しみいただけます。ぜひご来場ください。

■日時　11月27日（金）

　 　 　 　 ▽開演　午後６時30分　 ▽開場　午後６時

■会場　塩の道ちょうじや

■チケット　 ▽大人500円　 ▽中学生以下100円

■プレイガイド　文化会館、塩の道ちょうじや

■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

文化財講座　おおまちの歴史と自然
第５回 八坂に伝わる事跡から見た

仁科神明宮と仁科氏
　八坂には重要文化財の藤尾覚音寺千手観音像など

の文化財をはじめ山城と居館の跡、そして仁科神明

宮にちなむ地名が残り、仁科氏発祥の伝承や、流鏑

馬神事に関わる行事も今に伝わっています。このよ

うな八坂に残る文化財や史跡、伝承を通して、仁科

神明宮や仁科氏の一面を考えます。受講無料です。

■日時　11月14日（土）　午後２時～４時

■講師　飯田吉隆さん（文化財センター職員）

■申し込み　初めて受講の人は、事前に文化財セン

ターへ。

■会場・問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

平成27年度第３期
「こども囲碁教室」
「大人のための囲碁入門講座」

　囲碁を通して人づくり街づくりを目指すアルプス

囲碁村推進協議会と日本棋院大町支部では、ことし

で14年目を迎える「こども囲碁教室」と、「大人のた

めの囲碁入門講座」を開催します。この機会に、集

中力や礼儀作法が身に付く囲碁を覚えてみませんか。

【共通事項】
■日時　12月５日～３月12日　原則、毎週土曜日

全12回（予定）　午前10時～11時30分

■会場　アルプス囲碁村会館

■講師　アルプス囲碁村推進協議会囲碁普及員

■申し込み　12月２日（水）までに、電話でアルプ

ス囲碁村推進協議会へ。

【こども囲碁教室】……………………………………

■対象　年長児から中学生

■費用　無料

■その他　送迎は、各ご家庭で行ってください。

【大人のための囲碁入門講座】………………………

■対象　高校生以上

■費用　1,080円（テキスト代）、300円／回（参加

費）　※高校生は無料

■問い合わせ

　アルプス囲碁村推進協議会

　（企画財政課企画調整係内）　℡ 市 内線５２２

小谷口直子さん塩見亮さん
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募
集

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
番
組

審
議
会
委
員

　
市
で
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
自
主

放
送
番
組
に

市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見

を
反
映
す
る

た
め
、
大
町

市
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
放
送

番
組
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
２
人

■
応
募
資
格

▽
市
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の
人

▽
自
主
放
送
に
関
心
が
あ
り
、
番
組
向

上
の
た
め
に
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
人

▽
大
町
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
加

入
ま
た
は
加
入
予
定
の
人

■
任
期
　
委
嘱
日
～
平
成
29
年
３
月

■
会
議
　
年
２
回
程
度

■
申
し
込
み
　
12
月
４
日（
金
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
用
紙
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
た
は
直
接
、
お
お
ま
ち

情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
そ
の
他
　
応
募
多
数
の
場
合
は
、
地

域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

情
報
交
通
課
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係

℡
２
１
・
３
８
０
５

〒
３
９
８

－

８
６
０
１

大
町
市
大
町
３
８
８
７
（
お
お
ま
ち
情

報
セ
ン
タ
ー
内
）

大
町
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
変
更
案
の
縦
覧

　
長
野
県
で
は
、
大
町
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
大
町
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
大
町

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
変

更
案
」は
昨
年
縦
覧
を
行
い
ま
し
た
が
、

神
城
断
層
地
震
の
発
生
に
伴
い
再
度
見

直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

縦
覧
を
行
う
も
の
で
、
期
間
中
は
意
見

書（
様
式
任
意
）を
提
出
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
　
12
月
１
日（
火
）～
15
日

（
火
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
　
※
平
日
の
み

■
縦
覧
場
所
　
長
野
県
都
市
・
ま
ち
づ

く
り
課
、
大
町
建
設
事
務
所
整
備
課
、

大
町
市
建
設
課
計
画
係
、
長
野
県
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
で
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

▽
長
野
県
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
２
９
７

▽
大
町
建
設
事
務
所
整
備
課

℡
２
３
・
６
５
３
４

▽
大
町
市
建
設
課
計
画
係

℡
市
内
線
６
７
３

大
町
税
務
署
非
常
勤
職
員

　
大
町
税
務
署
で
は
、
非
常
勤
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
大
町
税
務
署

■
勤
務
期
間
　
平
成
28
年
２
月
～
３
月

■
業
務
内
容
　
確
定
申
告
会
場
で
の
パ

ソ
コ
ン
操
作
補
助
、
書
類
整
理
・
デ
ー

タ
入
力
補
助

■
賃
金
　
時
給
８
２
０
円
　
※
通
勤
手

当
は
規
程
に
基
づ
き
支
給（
２
㎞
以
上
）。

■
申
し
込
み
　
12
月
10
日（
木
）ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

写
真
を
貼
付
の
上
、
郵
送
（
当
日
消
印

有
効
）ま
た
は
直
接
、
大
町
税
務
署
へ
。

■
そ
の
他
　
採
用
試
験
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

大
町
税
務
署
総
務
課

℡
２
２
・
０
４
１
０
（
自
動
応
答
音
声

に
よ
る
案
内
で「
２
」を
選
択
）

〒
３
９
８

－

８
５
０
１
　
大
町
市
大
町

３
１
９
０

－

１
６

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために、「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り　１回 20,000円
掲載できる広告の内容や申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！
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お
知
ら
せ

11
月
22
日（
日
）午
前
７
時
か
ら

秋
の
一
斉
清
掃

　
身
近
な
道
路
や
河
川
、
遊
園
地
な
ど

を
地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。
都
合
に
よ
り
、
こ
の
日
に

実
施
で
き
な
い
自
治
会
は
、
自
治
会
ご

と
に
実
施
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
土
砂
の
受
け
入
れ
や
粗
大
ご

み
な
ど
の
有
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

【
土
砂
】

■
受
け
入
れ
場
所
と
時
間
　
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
　
午
前
７
時
～
11
時

【
粗
大
ご
み
な
ど
】

■
回
収
場
所
と
時
間
　
環
境
プ
ラ
ン
ト

午
前
７
時
～
11
時

■
処
理
料
金

▽
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
…
…
20
円
／
㎏

▽
金
属
製
粗
大
ご
み
…
…
…
21
円
／
㎏

▽
電
化
製
品
・
混
合
製
品
…
37
円
／
㎏

※
小
型
家
電
（
掃
除
機
、
電
子
レ
ン
ジ

な
ど
）は
無
料
で
す
。

▽
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
物
…
…
21
円
／
㎏

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
…
…
３
２
４
円
～
／
個

▽
古
タ
イ
ヤ（
自
動
車
）

　
…
…
…
…
…
…
…
１
５
０
円
～
／
本

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃
家

電（
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
）　

　
…
…
…
…
３
０
０
０
円
程
度
～
／
台

※
種
類
と
大
き
さ
で
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他
　
可
燃
性
粗
大
ご
み
、
小
型

家
電
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃

家
電
は
、
環
境
プ
ラ
ン
ト
の
通
常
業
務

で
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

▽
環
境
プ
ラ
ン
ト

℡
・
有
線
２
２
・
０
１
６
８

平
成
27
年
分
青
色
決
算
説
明
会

　
大
町
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
主
の

青
色
決
算
書
の
作
成
方
法
や
作
成
に
当

た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、
税
務

署
が
依
頼
し
た
税
理
士
で
す
。
説
明
会

で
使
用
す
る
資
料
は
、
会
場
で
当
日
配

付
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無

料
で
す
。

■
対
象
・
日
時
・
会
場

▽
事
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者
　

12
月
１
日（
火
）　
午
前
10
時
～
正
午
　

大
町
商
工
会
館

▽
農
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者
　

12
月
３
日（
木
）　
午
前
10
時
～
正
午
　

Ｊ
Ａ
大
北
本
所
会
館（
ア
プ
ロ
ー
ド
）　

２
階
　
オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

▽
性
的
虐
待
　
子
ど
も
へ
の
性
的
虐
待
、

性
行
為
を
見
せ
る
な
ど

▽
ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
）　
家
に
閉

じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど

く
不
潔
に
す
る
な
ど

▽
心
理
的
虐
待
　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
扱
い

な
ど

■
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
ポ
イ
ン
ト

▽「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連

絡
→
児
童
相
談
所
、福
祉
事
務
所
な
ど
へ
。

▽「
し
つ
け
の
つ
も
り
」は
言
い
訳
→
子

ど
も
の
立
場
が
大
切
で
す
。

▽
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
→
で
き
る
こ

と
か
ら
実
行
。

▽
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場
→
子

ど
も
の
命
が
最
優
先
。

▽
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り

得
る
→
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

▽
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

℡
０
２
６
・
２
１
９
・
２
４
１
３

▽
大
町
市
福
祉
事
務
所
（
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
係
）

℡
市
内
線
６
８
１

▽
大
町
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
０
７
４
１

▽
松
本
児
童
相
談
所

℡
０
２
６
３
・
９
１
・
３
３
７
０

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

℡
１
８
９

■
問
い
合
わ
せ

大
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

℡
２
２
・
０
４
１
０
（
自
動
応
答
音
声

に
よ
る
案
内
で「
２
」を
選
択
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

　
児
童
虐
待

は
社
会
全
体

で
解
決
す
べ

き
問
題
で
す
。

子
ど
も
へ
の

虐
待
は
、
子

ど
も
の
人
権

を
侵
害
す
る

だ
け
で
な
く
、

時
に
は
心
身

に
深
い
傷
を
残
す
こ
と
や
命
を
奪
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
早
期

の
発
見
・
対
応
が
極
め
て
重
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
域
で
の
子
育
て
、
児

童
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」に
よ
り
、「
児
童
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
児
童
」を
発
見
し
た
場
合
は
、

児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
な
ど
に
通

告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
児
童
虐
待
と
は

▽
身
体
的
虐
待
　
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど
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土
地
家
屋
調
査
士
の
行
う

無
料
相
談
会

　
長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
こ

と
し
も
土
地
境
界
紛
争
に
特
化
し
た
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
土
地
の
境

界（
筆
界
）の
専
門
家
で
あ
る
土
地
家
屋
調

査
士
が
、
悩
み
事
を
お
聞
き
し
適
切
な

対
応
を
行
い
ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ

れ
ば
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相
談
時
間
は
、１
件
当
た
り
30
分
で
す
。

■
日
時
　
11
月
28
日（
土
）　
午
後
１
時
～

４
時
　
※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
会
場
　
お
お
ま
ち
情
報
セ
ン
タ
ー
　

２
階
　
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
内
容

▽
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

悩
み
な
ど
の
相
談

▽
土
地
・
建
物
に
関
す
る
登
記
な
ど
の

相
談

■
そ
の
他
　
当
日
は
混
雑
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、事
前
の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
予
約
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
　
※
平
日
の
み

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
賃
金
の

ら
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
通
知
が
届
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事

件
の
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
来
年
２
月
ご
ろ
～
29
年
２

月
ご
ろ
の
間
に
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え

し
、
あ
ら
か
じ
め
心
積
も
り
を
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

℡
０
２
６
・
４
０
３
・
２
０
０
８

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
消
防
庁
、内
閣
府
で
は
、地
震
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
、国
か
ら
の
緊
急

情
報
を
速
や
か
に
伝
達
す
る
た
め
、
全
国

一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、防
災
行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
か
ら
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
25
日（
水
）　
午
前
11
時

ご
ろ
　
※
災
害
の
発
生
、
気
象
状
況
に

よ
っ
て
は
、
試
験
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
放
送
内
容
　「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す

（
３
回
）」「
こ
ち
ら
は
こ
う
ほ
う
お
お
ま

ち
し
で
す
」

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
６

未
払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
労
働
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
無
料
で
す
。

■
日
時

▽
11
月
16
日（
月
）　
午
後
５
時
～
８
時

▽
11
月
24
日（
火
）　
午
後
５
時
～
８
時

■
専
用
電
話
番
号（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡
０
１
２
０
・
４
４
８
・
７
８
８
８

■
内
容

▽
給
料
の
支
払
い
が
遅
れ
て
い
る

▽
残
業
手
当
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い

▽
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
る

▽
突
然
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ
た

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
司
法
書
士
会
　
担
当
理
事
　
依

田
淑
史
（
依
田
司
法
書
士
事
務
所
行
政

書
士
事
務
所
）

℡
０
２
６
７
・
６
６
・
３
５
６
７

平
成
28
年

裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

　
裁
判
員
制
度
は
、国
民
か
ら
選
ば
れ
た

裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制
度

で
、21
年
５
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
裁
判
員
は
、
事
件
ご
と
に
裁
判
員
候

補
者
名
簿
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
こ

の
名
簿
は
、
毎
年
、
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ

で
無
作
為
に
選
ん
だ
人
の
名
簿
を
基
に

全
国
の
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
、
登
録
さ

れ
た
人
に
は
11
月
中
旬
ご
ろ
裁
判
所
か
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長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

１
歳
６
カ
月
健
診
に

木
の
ぬ
く
も
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
市
で
は
、
木
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

う「
木
育
」の
一
環
と
し
て
、
平
成
26
年
４

月
１
日
以
降
に
産
ま
れ
た
子
ど
も
を
対

象
に
、
１
歳
６

カ
月
児
健
診
の

際
に
長
野
県
産

ヒ
ノ
キ
で
作
っ

た
積
み
木
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
積
み
木
に

女
性
と
子
ど
も
の

「
悩
み
事（
人
権
）相
談
所
」開
設

　
大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

夫
か
ら
の
暴
力
、
離
婚
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ
め
、
虐
待
、

体
罰
な
ど
の
心
配
事
・
悩
み
事
の
相
談

を
受
け
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
、
相
談

無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
13
日（
金
）　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

■
会
場
　
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ

触
れ
て
、
遊
ん
で
、
木
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
不
要
で

す
。
健
診
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
に
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
庶
務
・
林
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
６
３

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス

（
ゆ
～
ぷ
る
木
崎
湖
プ
ー
ル
棟
）臨
時
休
業

　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
（
ゆ
～

ぷ
る
木
崎
湖
プ
ー
ル
棟
）
は
、
施
設
改

修
工
事
の
た
め
休
業
し
ま
す
。
温
泉
棟

は
通
常
ど
お
り
営
業
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日
　
11
月
19
日（
木
）～
12
月
10
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

観
光
課
庶
務
管
理
係

℡
市
内
線
５
６
２

文
化
会
館・大
町
公
民
館
臨
時
休
館

　
文
化
会
館
・
大
町
公
民
館
は
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
よ
る
都
合
に
よ
り
休
館
し

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日
　
12
月
27
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

大
町
公
民
館
・
文
化
会
館

℡
・
有
線
２
２
・
９
９
８
８

自主番組　午後 8：45
　「役立ちワンポイント」を曜日ごとのテーマに
沿ってお送りしています。
＊「暮らしのガイド～ダイヤル１１９～」
…………………………………………… 16日（月）

▷内容　「大震災に備えて」と題し、北アルプス広
域消防大町消防署の松澤孝行さんからのお話です。

＊「ＪＡタイム～生活ワンポイント～」
…………………………………………… 27日（金）

▷内容　日々の生活にちょこっと生かせる知恵
について、ＪＡ大北ふれあい課の柳沢まゆみさ
んからのお話です。

◆「きらり大町人」………………８日（日）・15日（日）

　11月は、商工労政課ブランド振興担当の高野礼
子さんをご紹介します。
■問い合わせ
　大町市有線放送　℡・有線２２－１２９７

市議会（本会議）12月定例会
生放送　午前10：00 ～

＊本会議……………………………… 25日・26日
＊一般質問……………………… 12月２日〜４日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊大町幼稚園、こまくさ幼稚園、りんどう幼稚園
　運動会……………………………… ２日〜 ８日
＊かえで保育園、しらかば保育園　運動会
　……………………………………… ９日〜15日
＊仁科台中学校　蓮華祭…………… 16日〜22日
＊第一中学校　こぶし祭…………… 23日〜29日
＊八坂中学校　やまびこ祭………… 23日〜29日

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊第一中学校　一中リレー………… 16日〜29日

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツコーナー、
情報コンシェルジュ、市からのお知らせなど

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）やホームペー

ジでご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ11月の番組から ●

● 有線放送 11月の番組から ●
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室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります

▽漬け物用たる（未使用、木製、直径50・H100㎝）
　�������������������� 無料

▽スタッドレスタイヤ（３シーズン使用、175／65R14）
　������������������� １万円

●譲ってください
▷チャイルドシート

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。
　このコーナーでは、家庭で利用しなくなった生活用品
で、まだ十分利用できる不用品の再利用を目的に情報
提供しています。譲りたい物、譲ってほしい物があれば、
台帳に登録します。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３
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＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 28,962（－ 30） 転入   55

男 14,033（－ 22） 転出   74

女 14,929（－ 8） 出生   14

世帯数 11,828（－ 13） 死亡   25
※ 10 月 1 日現在、（　）内は前月比
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、
市
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で
初
の
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小
学
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ら
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の
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が
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図書館だより
－今月のおすすめ本－

僕はもう憑
つ

かれたよ［小説］���  七尾与史／著
書店員の恋人の死。謎を解く鍵は一冊の本!?　

『死亡フラグが立ちました！』『ドＳ刑事』の著者
が贈る最新作。

フィンランドのおじさんになる方法。［海外紀行・
旅行記］�������  森下圭子、武井義明／著

フィンランドに暮らす愛すべきおじさんたち。
彼らの暮らしから見えてくるものとは。ヘルシ
ンキのマップ付き。

医師に聞けないあんな疑問 医師が解きたいこ
んな誤解［医学］�������� 澤田めぐみ／著

体や病気についての素朴な疑問を、現役の医師
が分かりやすく答えてくれます。

いちばんくわしいパン事典　世界と日本のパン
123種類・パンの知識と楽しみ方がわかる［料理］
������������ 東京製菓学校／監修

世界のパン、日本のご当地パン、パンの歴史か
らレシピまで、パンの情報が盛りだくさん。ボ
リューム満点の一冊。

さる年のゆる文字年賀状 筆ペンで書く［書道］
�������������� 宇田川一美／著

ことしは手書きで年賀状を送りませんか？　猿の
イラストとゆる文字の書き方を分かりやすく紹介。

みて！［絵本］���������� 高畠那生／作
元気いっぱいの女の子が見てほしいこととは？
高畠那生さんらしい、ユーモアあふれる絵本です。

－貸出ベスト３（９月）－
(一般)
No.1　るるぶ山梨  勝沼  甲府  富士五湖  清里 '13

［旅行・地図］��� ＪＴＢパブリッシング／出版
No.2　火花［小説］�������  又吉直樹／著
No.3　スクラップ・アンド・ビルド［小説］
��������������� 羽田圭介／著

(子どもの本)
No.1　インサイド・ヘッド（ディズニーアニメ小説版）

［外国の作品］���� スーザン・フランシス／作
No.2　三びきのやぎのがらがらどん［外国の絵本］
���������� マーシャ・ブラウン／絵
No.3　はらぺこあおむし［外国の絵本］
������������エリック・カール／作

－今月の推薦図書－

父娘の絆　三世代警察医物語
新津きよみ／著　　光文社文庫
　北アルプスで見つかった男性の
滑落遺体。彼の死因は事故か、そ
れとも殺人か…。『帰郷』に続く、三
世代警察医シリーズ第二弾。大町市観光大使　
新津きよみさんによる、大町市が舞台の作品です。
あとがきにも大町市のことが書かれています。

－催し－

おはなしの森���������������
������ 毎月第１土曜日　午前10時30分
おいで　えほんのおへや����������
�������� 毎月第２火曜日　午前11時
おりがみ教室��� 毎月第３木曜日　午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616
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くらしの案内板11月
無料相談
社会保険・
年金・労働
（要予約）

14日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
14日・28日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（火）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

10日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=中野勝志弁護士 （次回は12月8日　西尾智美弁護士）

行 政

25日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

25日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

25日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 19日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

19日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性

12日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52526日（木）

9:00〜12:00

育 児
20日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

心配ごと
（要予約）

９日・30日
月曜日

13:00〜16:00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

９日・30日
月曜日

13:00〜15:00

生活・就労
（要予約）

平日
9:30〜17:00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 19日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 17日・24日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）　　　　    （9:00〜17:00）

  1日（日）
内 小野医院　  （堀六日町） ☎ 22-0047

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

  3日（火）
内 平林医院　　  （六九町） ☎ 22-2525

外 ＪＡあづみ病院（池田町） ☎ 62-3166

  8日（日）
内 横澤内科医院  （下仲町） ☎ 22-0371

外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

15日（日）
内 野村クリニック（東若宮町） ☎ 85-0085

外 栗林医院　　  （上仲町） ☎ 22-0305

22日（日）
内 大町協立診療所（大新田町） ☎ 26-5200

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

23日（月）
内 伊東医院　　  （大黒町） ☎ 22-0077

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

29日（日）
内 柿下クリニック  （清水） ☎ 21-1230

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。（9:00〜12:00）

  1日（日） 橘歯科医院　　　  （白馬村） ☎ 72-5025

  3日（火） 丸山歯科クリニック（松川村） ☎ 62-0648

  8日（日） 宮下歯科医院　　  （上仲町） ☎ 22-0297

15日（日） 岡江歯科医院　　  （松川村） ☎ 62-9888

22日（日） 砂田歯科医院　　  （高見町） ☎ 22-0648

23日（月） 竹内歯科医院　　  （池田町） ☎ 62-2151

29日（日） 武田歯科医院　　  （白馬村） ☎ 72-8060

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。 （9:00〜17:30）

  1日（日） れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

  3日（火） はなのき林薬局  （東若宮町） ☎ 85-0595

  8日（日） カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

15日（日） はなのき林薬局  （東若宮町） ☎ 85-0595

22日（日） かみいち林薬局　　  （上一） ☎ 26-3025

23日（月） とをしや薬局大町常盤店 （上一） ☎ 26-3252

29日（日） れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 1日㈰・3日㈫・8日㈰・15日㈰・22日㈰・23日㈪・29日㈰

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


